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1 ．歴代評議員一覧

ｍ
○
一

氏 名 在 職 期 間 （在任年）

古野情人

木村 礎

児玉幸多

小葉田淳

杉本 勲

麻生磯次

臼田甚五郎

佐々木八郎

佐藤喜代治

鈴木忠直

手塚富雄

中村幸彦

野間光辰

久松潜一

松尾 聡

山岸徳平

小林清治

斉藤 正

秀村選三

阿部秋生

小田切進

久曽神昇

谷山 茂

松田智雄

1962～1963

1967～1976

1967～

1967～1984

1967～1976

1972～1978

1972～1986

1972～1980

1972～1986

1972～1978

1972～1982

1972～1978

1972～1984

1972～1976

1972～1984

1972～1978

1976～1982

1976～

1976～1982, 1988~

一
一
８
８
７
７
９
９
１
１

1978～1986

1978～1986

1978～1990

氏 名 在 職 期 間 （在任年）

野村兼太郎

石井良助

岩井大慧

岩生成一

羽原又吉

大久保利謙

荻野三七彦

坂本太郎

辻善之助

古島敏雄

丸山二郎

森末義彰

渡辺世祐

渋沢敬三

上原専禄

藤井甚太郎

岡 正雄

山本達郎

石田英一郎

豊田 武

宝月圭吾

和歌森太郎

1951～1959

1951～1959,

1951～1957

1951～1959,

1951～1959,

1951～1959,

1951～1959,

1951～1959,

1951～1953

1951～1959,

1951～1961

1951～1959,

1951～1955

1952～1963

1953～1957

1955～1959

1957～1961

1957～1961,

1961～1963

1961～1980

1961～1963,

1961～1963

1961～1963, 1967～1984

1961～1963

1961～1963

1961～1978

1961～1963

1961～1963

1961～1963, 1967～1978, 1980～1988

1962～1963

1978～1988

1967～1984



2．歴代運営協議員一覧（館内は除く） 守
○
一

氏 名 在 職 期 間 （在任年）

伊地知鐡男

井上光貞

加藤周一

土田直鎮

林 大

阪倉篤義

坪井清足

中井信彦

橋本不美男

宮川 満

猪瀬 博

今井源衛

上山春平

神保五彌

田中 裕

秋山 虚

京極純一

有馬朗人

井内慶次郎

尾藤正英

1980～1986

1982～1983

一
一
一
一
－

２
３
２
４
４

８
８
８
８
８

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

1984～1990

1984～1990

一
一
一
一

４
６
６
６

８
８
８
８

９
９
９
９

１
１
１
１

1986～1988

一
一
一
一
一
一

６
８
８
０
０
０

８
８
８
９
９
９

９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１

氏 名 在 職 期 間 （在任年）

秋山 農

今井源衛

小林清治

佐竹昭廣

神保五彌

秀村選三

尾藤正英

松本隆信

水谷静夫

有吉 保

伊藤正義

久保田淳

石井 進

稲賀敬二

平澤五郎

大口勇次郎

1982～1988

1982～1986

一
一
２
２
８
８
９
９
１
１

1982～1986

1982～1988

1982～1990

1982～1988

一
一
一
一
一
一
一
一

２
４
６
６
８
８
８
０

８
８
８
８
８
８
８
９

９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１



3．歴代史料館員一覧（氏名は就任順，職名は元館員は退任時､現館員は現時点のもの）

、
○
一

氏 名 在職期間 （／は退職時不明） 職 名

犬丸秀雄

中田易直

荻野 博

所 三男

田久保清子

沼田次郎

浅井潤子

鶴岡実枝子

大石慎三郎

大石（旧姓谷藤）怜子

荒井（旧姓児玉）知子

関（旧姓永戸）綾子

瀞渕泰男

岡野 澄

槐礼一郎

原島陽一

吉永 昭

中井信彦

山口栄蔵

田村市郎

田嶋

遠藤 武

1946.8～1950

1946.8～1949.5

1946.8～1950.6

1947.10～1965.3.31

1947～1949.3

1947～1948.3

1948.10～1991.3.31

1949.4～

1949.4～1952.3

1949.4～1962.3

1949.4～1952.3

1950.4～／

1950.4～／

1950～1966

1950.6～1967.1.16

1951.4～1990.3.31

1951.4～1958.3

1951.4～／

1951.4～1962.1

1951.4～1962.3

1951.4～／

1951.5～1965.11.15

文部事務官科学教育局人文科学研究課長

文部事務官科学教育局人文科学研究課史料館担当

文部事務官大学学術局学術課史料館担当

調査員

臨時筆生

調査員

教授

教授

臨時筆生

文部事務官研究職

臨時筆生

臨時筆生

臨時筆生

大学学術局審議官兼文部省史料館長

文部事務官

教授

臨時筆生

調査員

文部事務官研究職

用務員

用務員

文部事務官研究職



⑮
◎
一

951.9～1961．3

978.4.1～1990.3.

951.4～1953

962～1956

953.4～1988.43.3

955.7～1965.3

961～1965.6.l

961.4～／

961.6～1983.3.31

961.10～1972.5

962.4～1976.6.3C

962～1967.4.1

962～1975.9.30

963.4～1963.9

964.2～1965.3

965.4～1972.5.3C

965.6.1～1966.2.

966.2.16～1971.1

966.5.20～1967.8

966.7.1～1969.l.

966.7.16～1970.1

967.7.1～1977.4.

967.7.1～1982..3

967-9.11～1968．3

教授

丘味(|目姓加臘

贈村潤一郎

冷木陽子

教授

要務補f

文部省ブ

瞳膣錐劇川菖受

睡 正隆l田
教授

教授

文部事務官研究職

助教授

文部事務官

文部事務官

文部事務官（国文学研究資料館管理部

文部省大学学術局学術課長兼文部省史

文部省史料館長

事務補佐員

史料館庶務係長

文部事務官

孜授（国文学研究資料館史料館長）

孜授（国文学研究資料館史料館長）

事務補佐員

狽出八回1

1､和田武侭

奨寺寿美子

葺藤喧鳫

氏 名 在戦期 間 （／は退職時不明） 職 名



高橋美津代

森田京子

大内 登

伊藤米子

国沢つぎ

竹之内重雄

福地（旧姓大中）敏子

古市正俊

菅原通夫

井上勝生

木口信子

小野義信

深川美枝子

林 宏保

小木曽（旧姓中m)千代子

相京（旧姓内藤）真澄

山田哲好

大藤 修

安藤正人

笠谷和比古

廣瀬 睦

市古貞次

小山弘志

森 安彦

渡邊尚志

事務補佐員

事務補佐員

史料館庶務係長

事務補佐員

事務補佐員

文部技官（国文学研究資料館管理部へ配置替え）

事務補佐員

文部省大学学術局情報図書館課長兼文部省史料館長事務取扱

文部事務官（国文学研究資料館管理部へ配置替え）

助手

事務補佐員

文部事務官

文部事務官

文部事務官

事務補佐員

事務補佐員

助手

助教授

助教授

助手

事務補佐員

国文学研究資料館長兼史料館長事務取扱

国文学研究資料館長兼史料館長事務取扱

教授

助手

1968.4.l～l968.7.31

1968.8.1～1969.2.28

1969.2.1～1972.5

1969.3.l～1970.12.31

1971.l.5～1971.3.31

1971.2.16～1972.5.30

l971.4.l～1972.11.15

l972．1．1～1972.4.30

1972.lO.1～1974.4.30

1972.10.1～1978.3.l

1972.lO.13～1975.3.31

1973.4.1～1975.3.31

1973.4.1～

1974.5.1～

1975.4.1～1975.6.30

1975.4.l～l981.7.31

1975.7.1~

1975.lO.1～

1977.4.1～

1978.4.l～1989.4.1

l981.8.1~

1982.3.ll～1982.4.1

1982.4.1～

1984.4.1～

1988.4.l~

卜
Ｃ
一



、
○
一

4．収蔵史料一覧

所蔵史料353件約50万点 マイクロフイルム 134件

受託史料14件約8千点 民俗資料 1件

(1)．所蔵資料府県別一覧

・文普名のつぎの（ ）の中は内容を示す。

．○内は既刊の目録集数 ・⑥はマイクフィルム収集史料

北海道

利尻戸長役場普類

開拓使函館支庁瞥類

⑥松前松前家文番（大名）

青森県〔陸奥国〕

⑫弘前津軽家文書（大名）

岩手県〔陸奥国〕

下閉伊郡鍬ケ崎村佐々木家文瞥（宮古給人・地主）

宮城県〔陸奥国〕

⑦ｲ1I1台小野家文瞥（伊達藩士・ギリシヤ派教司祭）

⑦仙台支倉家文瞥（藩士）

秋田県〔出羽国〕

⑳秋田郡久保田小貫家文書（藩士）

⑥秋田郡久保田上肴町記録

秋田郡大館栗森家文書（商家・地主）

秋田郡大館中田家文書（地主）

⑬秋田郡大館武茂家文書（藩士）

⑬秋田郡十二所岡本家文書（藩士）

秋田郡北比内片山村谷地田家文書（肝煎）

⑳秋田郡南比内二井田村一関家文書（肝煎）

”同一関家文普

⑱秋田郡大葛金山荒谷家文書（金山支配人）

③秋田郡阿仁鉱山記録

武藤鉄城蒐集史料（角館周辺）

2,691リール

約5千点

氏 名 在職期 間 （／は退職時不明） 職 名

丑木幸男

大友一雄

長坂陽子

毛塚万里

渡辺浩一

大場菊乃

高橋真理

1990.7.31

一
一
一
一
一
一
一

1990.9.1

1990.4.1

1990.4.1

1990.8.1

1991.4.1

1991.4.1

1991.4.1

助教授

助手

事務補佐員

事務補佐員

助手

事務補佐員

事務補佐員



平鹿郡角間川村本郷家文書(地主･商人）

平鹿郡沼鐵仕地租税資料

雄勝郡湯沢佐竹南家文書(大名一門・所倒

雄勝郡湯沢町Zl,川家文書(久保田藩蔵元）

雄勝郡岩崎*州揃言瞬

山形県〔出羽国〕

山形県六郡土地関係書類

山形県三郡諸村記録

⑬田川郡大山村大滝家文書（年寄）

⑥田川郡鶴岡宇治家文書（大庄屋）

置賜・村山郡諸家文書

⑨⑯村山郡山形宝樋寺文瞥（新義真言宗寺院）

⑦村山郡山家村山口家文書（名主）

⑩村山郡小関村宗門帳

村山郡観音寺村岡田家文書（名主）

村山郡大町村文瞥

村山郡宮宿村今井家文番（地主）

福島県〔陸奥国〕

金沢春友蒐集史料

白川郡棚倉馬場不動院文書（近津明神別当）

白川郡川上下村文書（庄屋）

白川郡中石井村鈴木家文書（名主）

白川郡栃本村根本家文書（大庄屋）

⑭白河郡踏瀬村箭内家文書（庄屋・宿問屋）

石川郡大畑村文書

⑥会津若松簗田家文書（町年寄）

茨城県

〔常陸国〕

⑮土浦土屋家文瞥（大名）

⑥同土屋家文書

⑮土浦大久保家文替（藩士）

⑲行方郡牛堀村須田家文書（庄屋）

⑦同須田家文書

〔下総国〕

⑳⑳相馬郡藤代村飯田家文書（名主・本陣）

⑫相馬郡川原代村木村家文書（旗本賄名主）

⑥同木村家文書

⑦相馬郡川原代村池端木村家文瞥（名主）

栃木県〔下野国）

⑥那須郡黒羽大関家文書（大名）

都賀郡吹上有馬家文瞥（大名）

足利郡岩井村貢租資料

群馬県〔上野国〕

⑰群馬県庁文書

勢多・群馬・甘楽郡戸長役場啓類

③利根郡沼田土岐氏家中由緒番

碓氷郡原市村文書（庄屋）

⑳佐位郡東小保方村萩原家文書（旗本陣屋元）

⑦同萩原家文書

⑥邑楽郡館林秋元家文書（大名）

⑮邑楽郡館林福井家文書（秋元家藩士）

⑦同福井家文書

の
。
一



東京都〔武蔵国〕

九店仲間差配廻船史料

江戸神田（奈良茂）家文書

③江戸金吹町播磨屋中井家文書（両替商）

③同 中井家文書

細川家家政所書類

⑥白木屋大村家文書（呉服・太物問屋）

豊島郡三河島村松本家文書（名主）

荏原郡品川町文書

多摩郡後ケ谷村杉本家文書（名主）

⑫多摩郡蔵敷村鈴木家文書（地主・戸長）

⑥多摩郡連光寺村富沢家文書（名主）

⑥多摩郡連光寺村富沢分家文書（旗本賄名主）

多摩郡中和田村石坂家文書（名主）

多摩郡寺方村佐伯家文書（名主）

多摩郡八王子河野家文書（旗本・千人頭）

神奈川県

〔相模国〕

⑰大住郡土屋村原家文書（旗本窪田氏賄名主）

大住郡名古木村小泉家文書

新潟県

県下不動産船舶公証書類

〔越後国〕

新潟県五郡土地関係書類

蒲原郡石塚村他四ケ村文書

蒲原郡下新村本間家文書（地主）

⑦館林市立図瞥館所蔵史料（秋元氏関係）

埼玉県〔武蔵国〕

⑩幡羅郡永井太田村掛川家文書（旗本賄名主）

⑩幡羅郡下奈良村吉田家文書（江戸地主）

大里郡大麻生村古沢家文香（名主・戸長）

埼玉郡袋山村文書

埼玉郡酒巻村文瞥

足立郡桶川町府川家文瞥（宿問屋・名主）

比企郡高野倉村山崎家文書（名主）

③入間郡川越横田家文書（町年寄・商人）

千葉県

〔下総国〕

相馬郡塚崎村守家文書（神官）

〔上総国〕

天羽郡萩生村斉藤家文書（浜方名主）

山辺郡消名幸谷村飯高家文書（名主）

⑦山武郡柴山太田家文瞥（大名）

⑦武射郡木戸村森山家文書（旗本）

長柄郡粟生野村秋葉家文書（名主）

夷隈郡押日村小高家文書（医家）

⑦君津郡佐貫阿部家文普（大名）

⑥君津郡飯野保科家文書（大名）

⑦久留里黒田家文瞥（大名）

⑥埴生郡立木村高橋家文書（地主）

〔安房国〕

⑦花房西尾家文瞥（大名）

○

二



三島郡深沢村高頭家文書（庄屋）

魚沼郡浦佐村関家文書（庄屋）

魚沼郡木落村田口家文書（庄屋・大肝煎）

魚沼郡下条上組村文書（庄屋）

魚沼郡下船渡村村山家文書（庄屋）

刈羽・頚城郡下諸村及諸家史料

頚城郡行野村横尾家文書（地主・庄屋）

頚城郡長走村光林寺旧蔵仏典

頚城郡川上村松岡家文書（庄屋）

頚城郡荒屋村相沢家文書（庄屋・地主）

⑳⑲⑫頚城郡岩手村佐藤家文書（大肝煎・庄屋）

頚城郡町田村文書

頚城郡諸村役場書類

頚城郡大鹿村役場書類

頚城郡田村宮崎家文瞥（大肝煎・地主）

⑦高田榊原家文書（大名）

⑦高田藩記録（大名）

〔佐渡唾l)

⑦雑太郡相川町川上家文書（鉱山史料）

⑦舟崎文庫史料

⑥雑太郡新町村山本家文書（町年寄・問屋）

富山県〔越中国〕

新川郡吉島村神保家文書（十村並）

新川郡萩原村黒田家文書（肝煎）

⑦射水郡島村折橋家文書（十村）

石川県

〔能登国〕

鳳至郡中居村国田家文審（鋳物師）

福井県

〔越前国〕

越前史料（春巌公記念文庫旧蔵家史編纂史料）

丹生郡上糸生村松田家文書（庄屋）

②丹生郡上糸生村千穐家文香（大庄屋）

丹生郡新保浦両林家文書（浦庄屋）

⑦丹生郡東鯖江村窪田家文瞥（庄屋）

敦賀郡敦賀平山家文書（商家）

〔若狭国〕

遠敷郡新道村藤井家文瞥（庄屋・戸長）

遠敷郡安賀里村岡本家文瞥（地主）

⑦遠敷郡小浜古河家文瞥（廻船問屋）

長野県〔信濃国〕

筑摩県・長野県布達番類

水内郡五荷村水野家文番（庄屋）

水内郡水沢村文瞥

高井郡東江部村山田家文番（名主）

⑳⑳⑳⑬⑪松代真田家文瞥（大名）

③同 真田家文替（大名）

埴科郡松代依田家文書（藩士）

埴科郡松代竹内家文瞥（藩士）

松代藩家臣書状

⑦真田家家中石坂家文瞥（藩庁史料）

③飯島文庫史料（真田家御事蹟稿）

一
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北佐久郡協和村役場書類

高嶋藩領村々宗門改帳

諏訪郡下諏訪村役場書類

筑摩郡桐原村文書

筑摩郡下今井村文書

筑摩郡下今井村桃井家文書（名主）

筑摩郡神戸村丸山家文書（名主）

上伊那郡諸村役場書類

下伊那郡諸村役場書類

伊那郡福島村片桐家文書（庄屋）

伊那郡加々須村勝家文書（名主）

伊那郡柿野沢村文書

伊那郡島田村松村家文書（庄屋）

伊那郡島田村森本家文書（庄屋）

山梨県〔甲斐国〕

北都留郡諸村役場書類

南都留郡大富村役場書類

⑥甲府坂田家文書（町年寄）

⑦頼生文庫史料（町年寄用留）

③甲州文庫史料（甲府町方史料）

⑤⑬山梨郡下井尻村依田家文書（地主）

⑬山梨郡下井尻村井尻家文書（名主）

東山梨郡平等村役場書類

東八代郡一之宮村役場書類

西八代郡古関村役場書類

北巨摩郡増富村役場書類

⑪⑱⑳埴科郡松代八田家文書（商家）

⑦埴科郡松代八田家所蔵真田家家中系図

埴科郡東条村相沢家文書（名主・御城番組）

更級郡田野口村小林家文書（地主・地頭）

安曇郡大町柳沢家文轡（大町木場）

安曇郡渋田見村師岡家文瞥（庄屋）

⑭安曇郡保高町村小川家文替（庄屋）

北安曇郡諸村役場書類

⑦祢津久松家文書（旗本）

小県郡祢津西町高橋家文瞥（商家）

小県郡東上田村田中家文書（名主）

小県郡東内村役場書類

⑦小県郡上田原町問屋日記

⑦小県郡旧殿城村宝蔵庫文書（旗本陣屋）

⑦小県郡旧殿城村会所文書（割番庄屋）

③佐久郡軽井沢宿亀屋佐藤家文番（脇本陣・名主）

⑥佐久郡軽井沢宿佐藤家文書（本陣・問屋）

⑥佐久郡平原村小林家文書（名主）

佐久郡御馬寄村町田家文瞥（名主）

⑮佐久郡御影新田柏木家文書（新田開発人）

佐久郡芦田宿今井家文瞥（神官）

佐久郡内山村文書（名主）

⑳佐久郡下海瀬村土屋家文替（名主）

⑦佐久郡旧海瀬村引継文書

佐久郡海尻村文書

北佐久郡小諸町・大里村戸長役場書類

“
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②引佐郡気賀宿中村家文書（本陣・庄屋）

敷知郡吉津村他四ケ村戸長役場書類

愛知県

⑰愛知県庁文書

〔三河国〕

⑳八名郡乗本村菅沼家文書（名主）

”同 菅沼家文瞥

額田郡東阿知和村内田家文書（大庄屋）

額田郡長嶺村文瞥（名主）

⑳額田郡深漁村八田家文書（旗本板倉氏代官）

額田・碧海郡村々免状

幡豆郡楠村文書（庄屋）

碧海郡刈谷太田家文瞥（新田地主）

碧海郡小垣江村文書（庄屋）

③渥美郡小塩津村文瞥

〔尾張国〕

名古屋知多屋青木家文書（商家）

名古屋井桁屋三輪家文瞥（商家）

名古屋渡辺家文書（商家）

愛知郡熱田岡本家文書（地主）

知多郡半田村中埜家文書（地主）

丹羽郡犬山鈴木家文書（医家）

海東郡甚目寺村吉川家文書（割元）

海西郡大宝前新田神戸家文書（新田地主）

海西郡葛木村渡辺家文替（庄屋）

海西郡森津新田武田家文書（地主・庄屋）

巨摩郡穴山村生山家文瞥（神官）

巨摩郡河原部村文瞥

中巨摩郡諸村役場書類

巨摩郡今福村文瞥（名主）

巨摩郡西条村野呂瀬家文欝

南巨摩郡諸村役場瞥類

⑬巨摩郡青柳村秋山家文替（名主）

静岡県

〔伊豆国〕

③田方郡丹那村川口家文書（名主）

⑥田方郡韮山江川家文普（幕府代官）

⑳⑳君沢郡長浜村大川家文瞥（名主・津元）

⑳君沢郡内浦史料

〔駿河国〕

②富士郡岩本村文瞥（富士川渡船場）

庵原郡今宿村池田家文替（名主）

有渡郡聖一色村寺尾家文瞥（名主）

〔遠江国〕

榛原郡村々持高瞥上帳

榛原郡村々免状

①榛原郡嶋村山田家文讐（庄屋）

周知郡森町村山田家文瞥（鋳物師）

⑦同 山田家文啓

①佐野郡桑地村加茂家文番（庄屋）

山名郡久津部村文瞥（庄屋）

豊田郡久保村秋鹿家文嘗（社家）

、
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海西郡鯏浦村木下家文書（地主）

海西郡村々免状

岐阜県

〔飛騨国〕

大野郡消見村戸長役場書類

大野郡丹生川村戸長役場書類

〔美濃国〕

郡上郡高砂村小酒井家文書（地主）

加茂郡八百津町役場書類

加茂郡和知村役場書類

恵那郡三郷村役場書類

武儀郡山田村長田家文書（庄屋）

山県郡三輪村後藤家文書（庄屋）

⑮山県郡東深瀬村林家文書（庄屋）

本巣郡文珠村文書

本巣郡曽井中島村青木家文書（庄屋）

大野郡鹿野村粟野家文書（庄屋）

厚見郡日野新田村村瀬家文書（庄屋）

厚見郡加納宿汲田家文書（宿年寄）

羽栗郡下印食村渡辺家文書（庄屋）

中島郡大須村戸長役場書類

安八郡青木村小宅家文書（名主）

安八郡更屋敷村早崎家文書（名主）

安八郡平村文書

不破郡荒尾村土屋家文書（戸長）

不破郡府中村貢租史料

不破郡岩手村竹中家文替（旗本）

不破郡表佐村飯沼家文書（医家）

不破郡表佐村役場瞥類

不破郡垂井村役場番類

⑳多芸郡島田村千秋家文番（地主）

多芸郡大場村松永家文書（庄屋）

多芸郡下笠村諸家文瞥

多芸郡根古地新田村文書（庄屋）

多芸郡志津村高木家文書（名主）

石津郡内記村伊藤家文香（庄屋）

石津郡市之瀬村三宅・桑原家文書（庄屋）

⑦石津郡市之瀬村桑原家文書（石河氏陣屋）

滋賀県〔近江国〕

坂田郡醒ケ井村文書（宿史料を含む）

坂田郡東黒田村役場書類

坂田郡高橋村野本家文番

犬上郡彦根前川家文瞥

愛智郡中一色村嶋村家文瞥（庄屋）

愛智郡南滑水村大橋家文普（庄屋）

神崎郡川並村川島・塚本家文瞥

⑳蒲生郡八幡町山形屋西川家文書（蚊帳・畳表商）

”同 西川家文番

蒲生郡南津田村文書

⑳蒲生郡鏡村玉尾家文書（庄屋）

⑳⑦蒲生郡竜王町鏡区有文書（庄屋）

蒲生郡古川村中島家文瞥（庄屋）
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甲賀郡田堵野村大原家文瞥（甲賀古士）

甲賀郡妙感寺村奥村家文瞥（庄屋）

甲賀郡信楽代官勘定目録

野洲郡中里村田中家文番

野洲郡開発村木屋高谷家文書（材木商）

栗太郡駒井沢村木戸家文瞥（庄屋）

⑦栗太郡草津宿田中家文瞥（本陣）

高島郡マキノ町役場引継瞥類

三重県

〔伊賀国〕

名張郡夏見村深山家文瞥（庄屋）

〔伊勢国〕

伊勢国国絵図文書（元禄度）

桑名郡木曽岬村文普

一志郡松崎浦松嶋家文書（浦庄屋）

比佐古文庫旧蔵松阪商業資料

松阪雑纂（三井高遂蒐集資料）

飯高郡松阪山城屋水谷家文瞥（飛脚問屋）

飯野郡清水村飯田家文書（庄屋）

③飯野郡射和村大黒屋富山家文番（呉服・両替商）

飯野郡阿波曽村文番

多気郡斎宮村乾家文書（庄屋）

度会郡八日市場橘屋麻谷家文瞥（町年寄）

〔志摩国〕

志摩郡鳥羽須藤家文脅（藩士）

志摩郡鳥羽鈴木家文替（稲垣家蔵方）

志摩郡鳥羽高砂屋文書

志摩郡名田村文書

京都府

〔山城国〕

三条西家文番（公家）

清水谷家文書（公家）

駕輿丁史料

飛鳥井雅豊日記

袖岡玄蕃助家記（蔵人所衆）

徳大寺家文書（公家）

⑳久世家文書（公家）

⑥同 久世家文書

京都万屋小堀家文書（両替商）

三条家文書（公家）

二条家文書（公家）

⑳平松家文書（公家）

⑦京都最上屋喜八家文書（紅花荷宿）

⑦京都蜷川家文書（東寺公人）

⑦京都柏原家文書（呉服・太物問屋）

⑥京都古久保家文書（町代）

⑦京都那波家文書（大名貸史料）

③京都新町通六角町文書

③京都錦小路通占出山町文普

⑥京都冷泉町文書

葛野郡嵯峨臨川寺文書（天竜寺塔頭）

乙訓郡諸村文書

、
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⑳⑥同 小谷家文普

日根郡佐野村食野家文書

兵庫県

〔摂津国〕

川辺郡上之島村岡村家文書（庄屋・戸長）

兵庫北風家記録（諸問屋年寄）

〔但馬国〕

⑦出石仙石家文瞥（大名）

⑦出石郡出石町長良家文書（大庄屋）

〔播磨国〕

加古郡下西条村大西家文書（庄屋）

加古郡八幡村戸長役場瞥類

加古郡荒井村戸長役場書類

印南郡米田村他七ケ村戸長役場番類

印南郡曾根村戸長役場瞥類

⑳神東郡屋形池田家文書（旗本）

飾磨県第三大区村々学校関係書類

⑦姫路酒井家文書（大名）

、赤穂郡新浜村田渕家毎日記

〔淡路国〕

津名・三原両郡村々戸長役場書類

奈良県〔大和国〕

添上郡櫟本村文書（庄屋）

⑳旗本船越氏和州御用場記録

吉野郡中増村文書（庄屋・戸長）

和歌山県〔紀伊国〕

乙訓郡長野新田村三宅家文瞥（庄屋）

⑥久世郡淀稲葉家中文書（大名・家臣）

③久世郡淀田辺家文瞥（藩士）

〔丹後国〕

加佐郡田辺三宅家文瞥（藩士）

熊野郡久美浜町引継智類

中郡五箇村他五ケ村戸長役場書類

〔丹波国〕

天田郡莵原中村他四ケ村戸長役場書類

大阪府

〔摂津国〕

⑦三島郡高槻永井家文番（大名）

島上郡氷室村吉田家文瞥（庄屋）

⑭大阪加嶋屋長田家文瞥（入替両替商）

③大阪小橋屋平井家文瞥（呉服・両替商）

大阪泉屋住友家大名貸証文

東成郡天王寺村宗門人別帳及名寄帳

⑥住吉郡平野郷杭全神社保管文書（平野郷町方）

〔河内国〕

⑦交野郡甲斐田村竹内家文書（庄屋）

⑦交野郡野村小原家文書（庄屋）

⑦若江郡長田村田中家文書（庄屋）

⑦若江郡近江堂村木田家文書（庄屋）

⑦若江郡下小坂村山沢家文書（大庄屋）

〔和泉国〕

⑳大鳥郡上神谷豊田村小谷家文瞥（割元庄屋）
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〔備前国〕

津高郡福山村役場引継瞥類

〔備中国〕

上房郡上竹荘村役場引継瞥類

⑥備中松山板倉家文番（大名）

広島県

〔備後国〕

沼隈郡百島村戸長役場瞥類

沼隈郡浦崎村戸長役場瞥類

〔安芸国〕

沼田郡小河内村戸長役場替類

高宮郡鈴張村戸長役場書類

山口県

③毛利家文庫史料（大名）

⑦益田家文書（毛利家永代家老）

〔周防国〕

吉敷郡仁保上郷・中郷村絵図

〔長門国〕

厚狭郡際波村三隅家文番（庄屋）

豊浦郡清末毛利家文書（大名）

徳島県〔阿波国〕

④徳島蜂須賀家文書（大名）

③板野郡斎田村山西家文瞥（塩大問屋）

香川県〔讃岐国〕

⑦阿野郡北青海村渡辺家文瞥（大庄屋）

③豊田郡井関村佐伯家文瞥（庄屋）

紀伊国古文書（本居旧蔵本）

名草郡薗部村園部家文書（庄屋）

⑯伊都郡慈尊院村慈尊院中橋家文瞥（高野政所）

伊都郡向副村平野家文瞥（戸長）

牟婁郡新宮水野家文瞥（藩士）

中国地方

鳥取・岡山・広島県下戸長役場番類

島根県

〔出雲国〕

④松江松平家文替（大名）

島根郡北講武村文瞥

意宇郡大谷村戸谷家文書（庄屋）

大原郡大東村木村家文替（地主）

仁多郡下布施村橋詰屋文瞥

仁多郡稲田村安部家文番

簸川郡神門村役場瞥類

〔石見国〕

安濃郡大田町中村家文啓（商家）

岡山県

〔美作国〕

⑥津山松平家文瞥（大名）

⑥津山玉置家文香（町大年寄）

勝北郡勝田村役場引継香類

勝南郡第二十区戸長役場書類

勝南郡和田村小林家文書

西北条郡西一宮村中島家文書（庄屋）

ト

ー



浜村栄三郎蒐集史料

聴氷閣蒐集古文書

小杉温邨蒐集史料

伊藤為之助蒐集史料

古屋幸太郎蒐集史料

⑪日本実業史博物館旧蔵資料（絵画・地図・番付・竹森文庫・文瞥・書籍・広

告・写真）

薄井福治旧蔵記録

③岡谷繁実文書

⑦蜷川家文書（幕府右筆）

⑦山岡家文書（旗本）

水野成夫収集記録（山鹿語類）

愛媛県〔伊予国〕

⑥宇和島伊達家文瞥（大名）

⑦鈴村譲関係文書（宇和島藩士・台湾神社主典）

⑥宇摩郡川之江村大庄屋文瞥

⑥宇摩郡川之江村長野家文書（郷士格）

⑳伊予郡上野村玉井家文書（庄屋）

佐賀県〔肥前国〕

肥前国略絵図

⑦佐賀鍋島家文書（大名）

小城鍋島家文番（大名）

⑦同 鍋島家文瞥

熊本県〔肥後国〕

肥後藩南関番所通行手形

⑦熊本市原屋岡崎家文書（町別当役・商家）

⑦天草郡本戸馬場村木山家文書（大庄屋）

全国及蒐集史料

諸国郷帳

寛文度領地御朱印目録留

諸国地誌

日本総図

武鑑類（聰氷閣旧蔵本など）

諸礼書（有職故実写本）

定所雑録

⑧祭魚洞文庫旧蔵水産史料

⑩祭魚洞文庫旧蔵史料

⑳三井高維蒐集史料（商業関係）

”

＝

(2)．受託史料

松浦武四郎稿本類（北方探検）

白木屋大村家文書（材木・呉服商）

常陸国筑波郡沼田村飯村家文替（名主）

三河国西大平大岡家文書（大名）

陸奥国福島板倉家文書（大名）

三河国吉田大河内家文書（大名）

山梨県山梨市下井尻区有文書

山城国淀稲葉家文書（大名）

備中国松山板倉家文書（大名）

信濃国祢津久松家文書（旗本）

岡谷繁実文書（秋元家藩士・日本史家）

信濃国佐久郡下海瀬村相馬家文書（名主）



上野国安中板倉家文書（大名）

信濃国松代真田家文書（大名）

6．徳島藩職制取調書抜・下

7．依田長安一代記

8．真田家家中明細番

9．大塩平八郎一件書留

lO.近江国鏡村玉尾家永代長

別巻l.明治開化期の錦絵

1984年3月

1985年3月

1986年3月

1987年3月

1988年3月

1989年3月

東京大学出版会

東京大学出版会

東京大学出版会

東京大学出版会

東京大学出版会

東京大学出版会

(3)．民族資料

日本実業史博物館旧蔵資料商工用具の部

昭和7年から約lO年間に蒐集された江戸～明治期の商工用具で、約5千点。

看板類200点、矢立500点、銅印600点、監札500点（何れも概数）などのほか、

各種の升や秤などの度溌衡具、銭箱、算盤、提灯等の生活用具がある。 史料館所蔵目録一覧 ［近世資料・郷土資料の部] 1980年3月

史料の整理と管理 1988年5月 岩波書店
5． 刊行物一覧

民族資料図版目録文部省史料館刊

第1巻日本編（生活用具. I) 1967年ll月

第2巻日本編（生活用具． Ⅱ） 1968年ll月

第3巻日本編（生活用具. m) 1970年3月

第4巻日本絹（商工関係用具. I) 1971年3月

第5巻 日本編（生活用具．Ⅳ） 1972年3月

一ただし，第1～3， 5巻所収民族資料は、国立民族学博物館へ昭和50

年度管理替一

史料館所蔵史料目録（第1集～第54集）

第1集遠州嶋村山田家文書

遠州桑地村加茂家文瞥

第2集駿州岩本村文替

遠州気賀宿文瞥

第3集伊勢国射和村富山家文瞥

武蔵国川越町横田家文番

小橋屋平井店文香

播磨屋中井両替店記録

第4集阿波蜂須賀家文書

雲州松平家文瞥

第5集甲斐国山梨郡下井尻村依田家文番

第6集武州多摩郡連光寺村富沢家文書

武州多摩郡連光寺村富沢分家文番

第7集出羽国村山郡山家村山ロ家文書

第20集までは文部省史料館刊

1952年3月

1953年3月

1954年3月

史料館叢書

l .寛文朱印留・上

2．寛文朱印留・下

3．津軽家御定替

4．播磨屋中井家永代帳

5．徳島藩職制取調瞥抜・上

1955年3月

l980年3月

1980年3月

1981年2月

1982年3月

1983年3月

東京大学出版会

東京大学出版会

東京大学出版会

東京大学出版会

東京大学出版会

1956年3月

1957年3月

。）

匡

1958年6月



1976年3月

1976年3月

1976年3月

1977年3月

1978年3月

1978年3月

1979年3月

第24集信濃国佐久郡下海瀬村土屋家文書

第25集美濃国多芸郡島田村千秋家文替

第26集下総国相馬郡藤代村飯田家文瞥（その一）

第27集下総国相馬郡藤代村飯田家文瞥（その二）

第28集信濃国松代真田家文瞥（その一）

第29集伊豆国君沢郡内浦史料

第30集近江国蒲生郡八幡町山形西川家文書

三井高維蒐集史料

第31集山城国京都久世家文沓

山城国京都平松家文番

第32集下総国相馬郡川原代村木村家文瞥

第33集出羽国久保田佐竹家家中小貫家文瞥

出羽国秋田郡大館佐竹家家中武茂家文瞥

出羽国秋田郡十二所佐竹家家中岡本家文瞥

第34集出羽国秋田郡南比内二井田村一関家文書

第35集美濃国山県郡東深瀬村林家文書

第36集和泉国大鳥郡上神谷豊田村小谷家文瞥

第37集信濃国松代真田家文書（その二）

第38集越後国頚城郡岩手村佐藤家文香（その一）

第39集三河国八名郡乗本村菅沼家文瞥

第40集信濃国松代真田家文書（その三）

第41集信濃国埴科郡松代伊勢町八田家文書（その一）

第42集武蔵国多摩郡蔵敷村鈴木家文瞥

第43集信濃国松代真田家文書（その四）

第44集信濃国安曇郡保高町村小川家文瞥

第45集信濃国佐久郡御影新田村柏木家文番

1960年3月

1962年3月

1964年3月

第8集祭魚洞文庫旧蔵水産史料

第9集出羽国村山郡山形宝嘘寺文瞥

第10集武蔵国幡羅郡永井太田村掛川家文書

武蔵国幡羅郡下奈良村吉田家文瞥

祭魚洞文庫旧蔵史料

第ll集日本実業史博物館旧蔵資料（一）

第12集陸奥国弘前津軽家文瞥

第13集甲斐国山梨郡下井尻村井尻家文瞥

甲斐国山梨郡下井尻村依田家文瞥追補

甲斐国巨摩郡青柳村秋山家文書

第14集摂津国大阪加嶋屋長田家文瞥

第15集常陸国土浦土屋家文轡

土屋家家中大久保家文瞥

秋元家家中福井家文瞥

第l6集出羽国村山郡山形宝瞳寺文瞥追加

第17集愛知県庁文書

群馬県庁文書

第l8集出羽国秋田郡南比内大葛金山荒谷家文書

第19集常陸国行方郡牛堀村須田家文書

第20集伊予国伊予郡上野村玉井家文瞥

第21集播磨国屋形旗本池田家文番

三河国深溝村八田家文瞥

旗本船越氏和州御用場文書

上野国東小保方村萩原家文瞥

第22集伊豆国君沢郡内浦長浜村大川家文書

第23集近江国茄生郡鏡村玉尾家文瞥

つ
Ｎ
一

1965年3月

1966年3月

1967年3月

1980年3月

1980年3月

1981年3月

1968年3月

1969年3月

1981年3月

1982年3月

1982年9月

1983年3月

l983年10月

1984年3月

1985年3月

1985年3月

1985年3月

1986年3月

1986年3月

1987年3月

1970年3月

1971年3月

1971年3月

1972年3月

1972年3月

1973年3月

1973年3月

1974年3月



十八世紀以降の大名金融市場としての堂島……………………鶴岡実枝子

一借銀担保の米切手をめぐって一

天保甲州郡内騒動の諸断面………………………………………藤村潤一郎

文部省史料館所蔵生活用具の研究（一）…………………………中村俊亀智

1988年3月

1988年3月

1989年3月

1989年3月

1990年3月

1990年3月

1991年3月

1991年3月

1991年3月

紀伊国伊都郡慈尊院中橋家文書

相模国大住郡土屋村原家文書（その一）

信濃国埴科郡松代伊勢町八田家文書（その二）

越後国頚城郡岩手村佐藤家文書（その二）

信濃国埴科郡松代伊勢町八田家文書（その三）

信濃国松代真田家文書（その五）

越後国頚城郡岩手村佐藤家文書（その三）

出羽国田川郡大山村大滝（直之助）家文書

陸奥国白河郡踏瀬村箭内家文書（その一）

集
集
集
集
集
集
集
集
集
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第3号(1970年3月）

目付考………………………．．…………………･………………鈴木 涛

近世における貨幣統一の一側面….．……………………………・ 榎本宗次

一豆州内浦銭貨史料を中心に－

幕府御林山における林業生産……………………………………浅井潤子

一伊豆天城炭年季請負製炭について－

甲州における飛脚問屋……………………………………………藤村潤一郎

近世近江地方の魚肥流入事情……………………………………鶴岡実枝子

一湖東農村商人の相場帳の紹介（一）－

文部省史料館所蔵生活用具の研究（二）…………………………中村俊亀智

『史料館研究紀要』 （第1号～第22号） 第5号までは文部省史料館刊

第1号(1968年3月）

近世前期における領国貨幣について……………………………榎本宗次

近世後期における一万石大名領陣屋町の経済的機能…………鶴岡実枝子

一越後国糸魚川町の場合一

十九世紀初頭の町と村……………………………………………鎌田永吉

一糸魚川黒只騒動の分析を中心に－

藩士知行所の櫛造……………………………･…………･………・ 鈴木 癖

上州における飛脚問屋…･……………･…………………………・ 藤村潤一郎

一京屋藤岡店富田永世との関連において－

近世史料分類の現状と基礎的課題………………………………大野瑞男

第4号(1971年3月）

天白桐と甲州依田家…･…………･………………………………・ 藤村潤一郎

元禄末期における幕府財政の一端 ・…･…………………･………大野瑞男

一「大坂御金蔵金銀納方御勘定帳」の紹介を兼ねて－

河原田盛美・史料ノート ……………………･…………………・・ 鎌田永吉

一大久保政権の「社会的支柱」に寄せて－

文部省史料館所蔵生活用具の研究（三）…………………………中村俊亀智第2号(1969年3月）

旗本家法について…………………………………………･……・・ 鈴木 涛

「榎本弥左衛門覚替」について…………………………………大野瑞男

一その紹介と彼の商業活動よりみた近世前期の市場構造の検討一

第5号（1972年3月）

近世初期銀貨考……………･………………………･………･……榎本宗次

詞
一



第8号(1975年9月）

「奈良茂家」考……………………･…･……………………….…

福岡日雇支配・大坂通日雇万屋喜平次について…………………

背負梯子の諸形態…………………………………………………

－リチャード・コックス日記を中心に－

近世米穀取引市場としての大津…………………………………鶴岡実枝子

付、湖東農村商人の相場帳の紹介（二）

江戸六組飛脚屋仲間について……………………………………藤村潤一郎

幕末期の質屋史料 ・…･……………………………･………………原島陽一

一出雲国大原郡大東町大坂屋「質留牒」－

幕府勘定所勝手方記録の体系……………………………………大野瑞男

一幕府財政史料の類型論序説（その一）－

鋤の諸形態 ・…………………………………………………･……・ 中村俊亀智

一や、用具論的に－

N
~
ー鶴岡

藤村

中村

実枝子

潤一郎

俊亀智

第9号(1977年3月）

近世史料の分類〔遺稿〕 …………………………………………鎌田永吉

一第十八回近世史料取扱講習会講義草稿一

金沢藩の通日用について…･………………･……………･………藤村潤一郎

浅草米蔵について………･･………………………………………・ 大野瑞男

一「浅草米廩旧例」の紹介一

鯖江領における村落行政の一斑…………………………………浅井潤子

一大庄屋勤役形態をめぐって－

明治十年代における米沢の貸座敷営業史料…………･……･…・ 原島陽一

近世中期～幕末維新期における農民層の政治・社会・経済認識の

展開に関する一考察（一）…………･…………･………………･…大藤 修

一羽州村山郡谷地の場合一

第6号(1973年3月）

会津藩前期の財政構造……………………………………………

‐一半石半永制の再検討－－

幕府勘定所勝手方記録の体系 ．．…………………………………．

一一幕府財政史料の類型論序説（その二）一一

江戸六組飛脚屋仲間について（続稿） …………………………

潰百姓について…･…………･……………………………………・

踏み鋤の二系ダリ ……･……………………･…………………･……

．－や、用具論的に－－

鶴岡実枝子

大野瑞男

藤
鈴
中

村潤一郎

木 癖

村俊亀智 第10号(1978年3月）

甲州道中における商品流通の展開と運輸機構．…………..……安藤正人

一甲州郡内地方を中心に－

常陸国における太閤検地の実態….…………….…………….…山田哲好

享保改革期の米価政策からみた江戸の位置……………………鶴岡実枝子

一米会所存廃の顛末一

翻刻寛政三年五月序

安井宗二（大伴大江丸） 「きのふの我」 ………………藤村潤一郎

第7号(1974年3月）

通日雇について ……………･…………………………･………・ 藤村潤一郎

幕府勘定所勝手方記録の体系……………………･………．．……大野瑞男

一幕府財政史料の類型論序説（その三）－

編み袋の諸形態、用具論的に……………･………･………･……中村俊亀智



近世史料の体系化に関する基礎的研究 近世史料所在情報体系化試論 ・………･…………………………・

冊子型史料の形態表示について……………．．…………･………

関東農村の荒廃と尊徳仕法………………………………………

－谷田部藩仕法を事例に－

岡田良一郎言論関係文香の紹介 （一）…･…………･……･……

翻刻・寛政期森傳衛門尹祥編「書札礼」 （一） ………………

－解題編一

故榎本宗次氏の人と業績

山
原
大

哲
陽
好
一
修

田
島
藤第11号(1979年3月）

徳島藩裁許所公事落着帳・裁許御目付扣帳の基礎的研究……安澤秀一

近世中期～幕末維新期の農民層の政治・社会・経済認識（二）

－羽州村山郡谷地の場合一…………………………………大藤 修

京飛脚仲間について付、京飛脚関係史料……………………藤村潤一郎

大藤 修

藤村潤一郎

第12号(1980年9月）

宇和島藩切支丹類族改・宗門人別改・公儀え指上人数改の基礎的研究

…………………………………安澤秀 ・一

近世武家屋敷駈込憤行……………………………………………笠谷和比古

近世中期～幕末維新期の農民層の政治・社会・経済認識（三）

－－羽州村山郡谷地の場合一………･…･………………･……大藤 修

京魚荷飛脚について………………･…………･…………･………藤村潤一郎

第15号(1983年9月）

ブラック・アフリカ諸国における文書館とアーキヴイスト養成課程

．………………………………･……・ 安

江戸上下飛脚屋と木原店”……………………………………･…藤

天明期江戸両替屋役金一件 ・………………･…………･…………鶴

岡田良一郎言論関係文書の紹介（二） ・…………･……………・ 大

秀一

潤一郎

実枝子

修

澤
村
岡
藤

第13号(1981年9月）

領知判物・朱印状の古文嘗学的研究……………………………大野瑞男

一寛文印知の政治史的意義（一）－

筑後蔵空米切手考…………………………………………………鶴岡実枝子

一西国大名経済と堂島一

近世甲府の都市構造と役負担．．…………………………………･……安藤正人

信州上田原町問屋日記にみえる定飛脚について………………藤村潤一郎

第16号(1984年9月）

史料保存利用施設の国際環境……………………………………安澤秀一

一史料館＝文瞥館学序論のための覚書一

近世地方文替用字考………･……………………･………………・ 浅井潤子

幕末維新期村落女性のライフ・コースの研究（一）……………森 安彦

一江戸周辺，武州荏原郡太子堂村の事例一

翻刻・飛脚関係摺物史料（一）…･………………･……………･…藤村潤一郎

第14号(1982年9月）

大名留守居組合における互通文瞥の諸類型……………………笠谷和比古

第17号(1985年9月）

近世史料の整理と目録編成の理論と技法………………………大藤 修

ｍ
Ｎ
－



近世農民の生業と生活…………………………･……･…………・ 渡遜尚志

一信濃国諏訪郡瀬沢村坂本家の場合一

断裁史料の復原補修……………………･…………………･…･…原島陽一

一高島藩宗門帳について－

－信州松代八田家（商家）文瞥の整理と目録編成を事例に－

<1984年在外研究報告＞

史料整理と検索手段作成の理論と技法…………………………安藤正人

一欧米文香館の経験と現状に学ぶ－

幕末維新期村落女性のライフ・コースの研究（三）……………森 安彦

一江戸周辺，武州荏原郡太子堂村の事例一

翻刻．飛脚関係摺物史料（二） …………･……･……………･…藤村潤一郎

苛
圃
一

第21号(1990年3月）

近世淡路の棒役負担について……………………………………

農民的土地所持と村落共同体……………………………………

「御用留」の性格と内容（二） ・………………･………･………

一武州荏原郡上野毛村「御用留」の検討一

アーキビストの教育と養成をめぐる新しい波…………訳・解説

-ICA国際シンポジウムの諸報告一

啓
志
彦

高橋

渡邊尚

森 安
第18号(1986年9月）

主君「押込」恨行の形成過程（一） ……………………………笠谷和比古

一古田騒動と伊達騒動を中心に－

翻刻「懸令雑書」 …．．……………………………………………・ 藤村潤一郎

真田家役職一覧……･………………………………………･……･…原島陽一

安藤正人

第22号(1991年3月）

「御用留」の性格と内容（三） ・…………………………･……・ 森 安彦

一武州荏原郡上野毛村「御用留」の検討一

近世文書論序説（上） ……………………･…･…………………・ 大藤 修

一近世文書の特質とその歴史的背景についての素描一

史料館における史料保存活動・………･…･…………山田哲好・廣瀬 睦

第19号(1988年3月）

〈近世史料論l>

「御用留」の性格と内容（一） …………………………………森 安彦

一武州荏原郡上野毛村「御用留」の検討一

主君「押込」慣行の形成過程（二） ・……･…………･…………笠谷和比古

く翻刻・三題〉 ……………………………．．……………………・ 藤村潤一郎

「延宝．以来御飛脚筋其他手扣」

原長右衛門「書法録」他一農家文書の替札一

「寛保元・二年手板組中日記」

『史料館軸（第1号~第55号）

但し各号所載の新収史料紹介・展示会・講習会・案内・事業報告（彙報） ・

歴史史料保存利用機関連絡協議会（史料協）大会参加記は省略した。

創刊号(1965年3月）

創刊の辞・・………………………………………………･史料館長吉里邦夫
第20号(1989年3月）

佐賀城下竃帳の研究 ・……･………･………………･………．．……松本四郎



史料館の当面する問題

民具収蔵庫の現況と問題点

湿度管制

近世史料の整理について一公共図書館研究集会所（整理部門）に出講して一

所蔵史料一覧概謁1）

第12回近世史料取扱講習会特集

総括と反省……………………………･……･…………………・

研究討議について

I 近世史料の整理・分類…．．…………………･……………

Ⅱ 近世史料の管理……………………………………………

補修……………….．…．………………………

Ⅲ所在調査法……･………………･……･……………………

民俗調査法 ・…………………………………･……………・

民俗資料の保存管理(3)一調査票について-‐……………………

二つの農家家法について………．．…･……………………………

商家年中行事の構成 ・…………･…………………………………・

所蔵史料の現況(2)

原島陽一

大
原
浅
鎌
大
中
原
中

野瑞男

島陽一

井潤子

田永吉

給近達

村俊亀智

島陽一

村俊亀智

第2号（1966年3月）

この一年をふりかえって

史料の複写・貸出について

地方行政史料の整理について一全国公共図書館研究集会に参加して一

民俗資料の保存管理く付票＞ “…………………………………・ 中村俊亀智

所蔵史料一覧概表(2)

第3号(1966年9月）

就任のことば ・・………………………………･……………館長

近世城下町の成立と展開一川越を素材に一……………………

家族史の諸問題…………･……………………･…………………．

｢津軽家文書」の整理を終えて …………………………………

史料整理とく参考資料＞の収集

民俗資料の保存管理(2)一く収蔵原簿＞の形式一…………･･･…

所蔵史料一覧概表(3)

所蔵史料の現況(1)－収集経過とその問題点一

日本の文書館制度について

第5号(1967年8月）

地方史の研究について……………………………………………

甲州の村方文番について…………………･………･………･……

近世後期における一万石大名領陣屋町の経済的機能…………

村方文番の整理と分類………･…………………………･………・

民俗資料の保存管理(4) ……………………･･………………･……

鈴木家文排の船乗下人…･…･……………………………………・

代官手代の不正調査…………･……･…………･…………………

近世史料の所在調炎一実紙と今後の課題一

所蔵史料の現況(3)

小和田

大野

大給

浅井

武紀

瑞男

近達

潤子

鈴木

藤村

鶴岡

藤村

中村

榎本

原島

寿

潤一郎

実枝子

潤一郎

俊亀智

宗次

陽一

中村俊亀智

第4号(1967年3月）

史料館と研究活動の方向……………･………･………･…館長小和田武紀

第6号(1968年3月）

史料館について思うこと…………………………………………石井良助

唖
国
↑



天領の研究について…･…………･……………………………･…

切支丹類族について…………………………………･……･……・

維新政治史関係史料ノート ………………………………………

近世史料の整理について…………………………………………

民俗資料の保存管理一一呼称について一…………………………

津軽藩の国替騒ぎ ・……･…………………………･………………

民具の形態学一せなかあて－……･…･………………………･…

第13回近世史料担当者講習会一総括と反省一…………………

史料集と索引 ・…･…………………………………･………………

鈴木

榎本

鎌田

藤村

中村

浅井

中村

大野

原島

寿

宗次

永吉

潤一郎

俊亀智

潤子

俊亀智

瑞男

陽一

持寄旦那寺について………………………………………………

豆州内浦史料における京銭……．．………………･………………

公銀貸付と大坂「融通組合」……………･………………･………・

民俗資料の保存管理(7)一「用途」の記載について-‐…………

川柳と飛脚問屋十七屋……………･……………･………･………

近世史料雑感………………………………………………………

生活用具の形態学・み（箕）………･…･…………………………．

Kさんへの手紙一-第l4回講習会のあとで－－……………………

浅井

榎本

鶴岡

中村

藤村

大野

中村

原鳥

潤子

宗次

実枝子

俊亀智

潤一郎

瑞男

俊亀智

陽一

の
因
一

第9号(1969年8月）

福井県古文香・記録の調査…．．……………………………･……

｢所蔵史料目録」の作成を終えて．．………………………･………

民俗資料の保存管理8）一形態の記録について一………………

生活用具の形態学(4) うけ（筌） ・…･…………………………･…

壬申戸籍の保存・利用問題

東京都公文番館

世田谷区立郷土資料館

史料館所在沿革(1)

歴史と文学と…･…･……………………………………………･…

戸越の今昔…………………………･……･……･…………………

明治1O年代山梨県経済動向について一答申……………………

第7号(1968年8月）

一つの提案……………･…･……………………………･…………

維新余聞……………………･…･…………………･………………

古銭と寛永銭との切替について…………………………………

農村史料よりみた代官江川氏……………………………………

「トタン」考……………………．．……………………･…………

加嶋屋長田家文書の整理を終えて…………………………………

民俗資料の保存管理(6)一測定について一………………………

民具の形態学．あみかご………．．…………………………･……

検見役人の収賄 ・……………………………………………･……・

所蔵史料の現況(4)

｢史料館の内部組織等に関する規程」の制定について

小
鎌
中
中

葉
田
村
村

田淳

永吉

俊亀智

俊亀智

大久保

鈴木

榎本

大野

藤村

鶴岡

中村

中村

浅井

利謙

寿

宗次

瑞男

潤一郎

実枝子

俊亀智

俊亀智

潤子

寿

潤子

潤一郎

鈴木

浅井

藤村

第10号(1970年3月）

資料保存・利用問題の展開と文部省史料館……………………

大名家文番の所在調査一報告その1－………………………

民俗資料の保存管理・製作について……………………………

第8号（1969年3月）

古文書館のことども ．……………･………･………………………

天誹組罷り通る……………………………………………………

木村 礎

第一史料室

中村俊亀智

宝月圭吾

鈴木 寿



財団法人三井文庫

埼玉県立図書館文書館

歴史資料保存法の制定についての学術会議の勧告

史料館の所在地沿革(2)

京都弍拾軒組と江州布飛脚………………………………………

生活用具の形態学(5) バラ………………………………………

生活用具の形態学(7)……･……･………･…………………………

北海道行政資料室の現状と当面の問題点………………………

仮標題 ・…･……………………………………………………･……

史料収集の中で…………･………･……………………………･…

史料館の所在地沿革(4)

文部省史料館所蔵史料の撮影・複写心得

中村俊亀智

北海道行政資料室

久保田 広司

小林利久

藤村潤一郎

中村俊亀智

第11号(1970年3月）

文部省史料館の役割………………………………………………

マイクロフイルムの整理と管理

マイクロフイルムの収集と管理について ．．………………･…

資料一諸機関におけるマイクロフイルム管理の現況一……

宝瞳寺文書の収集と整理

一近世寺院文書の収集と整理の一例一………………………

商家の文謝1）………………………………………………………

生活用具の形態学(6) かさ （笠） ・…･……………………･……

山口県文書館の当面する二、三の問題…………………………

史料館の所在地沿革(3)

文部省史料館発行定期刊行物の配布方法について

第13号(1971年3月）

過疎地帯の史料一九州日田地方の調査から－…･……．．………杉

県庁文書目録化に関する覚え書…………．……･……………･…原

中間機櫛的史料について……………………･…･………………・ 鈴

商家の文書(2)一商業帳簿2 （仕入帳簿)－…･…･………･………鶴

俗流管理論（上） ………………………･…･……………………・ 中

郷土資料室の在り方…･………･………･…………………………長

沖縄県立史料館（仮称）設立の動き……………………………名

『北上市史』編集・刊行上の特徴………………………………斉

昭和46年度新規事業について

豊田 武 本
島
木
岡
村
光
嘉
藤

勲
一
寿
子
智
和
郎
巳

枝
亀
八

陽
実
俊
徳
正
尚

藤村潤一郎

第一史料室

大野

鶴岡

中村

広田

男
子
智
久

枝
亀

瑞
実
俊
暢

第14号(1971年7月）

元禄の道程香上 ．．…………………………･………………………

西日本地区「近世史料担当職員講習会」を終えて

近世鉱山文瞥の整理－荒谷家文書目録の作成を終えて－……

府県庁文瞥の目録化と分類をめぐって…………………………

史料館所蔵史料目録第17集刊行に寄せて ．．……………………・

農村文番(2)－村明細帳一……．．…………………………………・

俗流管理論（中）……………………………………………………

児玉幸多

第12号(1970年12月）

郷土史料館利用の経験……………………………………………

文部省史料館における近世史料目録の調査について…………

大名家文書の所在調査一報告その2－…………………………

｢近世古文嘗学」問題点の素描….．…………………………･…

農村文書(1)一村方文書の性格一…………………………………

古
鈴
第
榎
浅

島敏雄

木 寿

一史料室

本宗次

井潤子

大
鈴
大
藤
中

野瑞男

江英一

村 進

村潤一郎

村俊亀智

ト
因
一



資料図版目録」内容紹介京都府立総合資料館の現状と当面の問題

古文書の活字化………………･……･……………………………・

長崎県の郷土資料 ・…･……………………………………………．

の
吋
一猪井達雄

石田 保 第17号(1972年11月）

文部省史料館の改組について

金石文の調査……･……･……………………………………….…

｢須田家文書」の整理を終えて ………･……･……………･……

複雑な村方文番整理………………………………………………

地方史（誌）編集刊行上の問題 ・・………………………………．

史料収集から………………………………………………………

史料館改組関係法令

正好

潤一郎

潤子

忠芳

勝彦

金山

藤村

浅井

伊藤

花田

第15号(1971年12月）

古文書の保存科学……･…………･……･…………………………

県庁文書の分類について…………．……･…･……………………

俗流管理論（下） ・…………………………･…………･……………

市町村公文番の所在調査

一「宮崎県行政資料所在調査目録」一…･……･……･…………

財団法人福島県文化センター歴史資料館………………………

｢地方史静岡」の刊行……………………………………………

地方における研究活動の組織化

一福井県郷土誌懇談会の場合一………………………………

大名家文書の所在調査一報告その3－…………………………

近世史料目録所在調査の終了について

岩
原
中

崎友吉

島陽一

村俊亀智

東別府盛

誉田

朝比奈

雄
宏
豪 第18号(1973年3月）

マイクロフイルム化史料の管理と利用…………………………

農村文書(3) 年貢割付と皆済目録 ．．……………………･………

博物館における文書館としての役割……………………………

行政史料について………･……･……………………･……………

第18回近世史料取扱講習会に参加して ．．……………………･…

近世史料目録の調査

島陽

野瑞

嶋紘

谷哲

原
大
能
渋
弘

一

男
一
成
格

井口昌保

第一史料室

第16号(1972年3月）

私擬「歴史資料保存法」案と提唱 ・…･…………………………・ 林 英夫

福井県下の古文番所在調査 ・………………･…………………･…舟沢茂樹

大賦資料段階の資料館・博物館建築

一最近の二、三の傾向について－……………･…･…･………中村俊亀智

茨城県歴史館建設の現況…………………………………………川上宏昭

多久市立図書館管理の歴史資料の現状と問題…………………細川 章

古文脅類の蒐集……………………………………………………桜木 保

文部省史料館発行「所蔵史料目録」 （第1集～第20集） ・ 「民俗

第19号(1973年10月）

史料の保存と研究…．．…………………………………･…………

図書館併置の文書館的施設について…………･………………･・

松前町における町史編纂について………･…………………･…・

｢相良家文書目録」の作成を終えて．………………･…………･…

続維新政治史関係史料ノート …･･…………･……………………

井
三
榎
上
鎌

勝
俊
生
明
進
子
吉

上
浦
森
田
田
満
永



第24号(1976年3月）

山形県史編さんと地域史研究……………………………………

｢飯田家文書」の整理を終えて ……･･…………………………・

近世史料目録の調査・収集と今後の課題………………………

歴史資料保存利用機関連絡協議会創立大会に出席して………

第20号(1974年3月）

史料保存問題と研究者－井上勝生論文にふれて一……………

大川家の樟脳製造………･……………………･……………･……

保一

潤一郎

哲好

永吉

梅
藤
山
鎌

津
村
田
田

吉
次

大
宗

色川

榎本

第21号(1974年10月）

明治期の学校日誌一「井上・色川論争」に寄せつつ一………

｢藤沢市文書館」の現状と課題 ．．……………………………･…

近江湖東農村史料からみた名目金の事例一鏡村庄屋日記より一

・●CQ●●●■｡■e●■●●･●●●●e･cc●｡●●●●■｡eo■●●●●

旗本家文書の所在調査について…･…･………………･…………

有泉貞夫

高野 修 第25号(1976年10月）

新築工事に伴う史料の閲覧停止について

｢東京市史稿』の編纂について……………………･……･………・

農村文化と茶道一「千秋家文啓」の整理を終えて一…………

菊地 昭

浅井潤子

鶴岡実枝子

第一史料室

第26号(1977年3月）

東寺百合文啓の整理について……………………………………上島 有

所在調査報告＝山形県大石田町高桑家文讐ほか・安房国荒川村高

梨家文啓

史料紹介＝京都「諸州国々飛脚便宜鑑」について……………藤村潤一郎

第22号(1975年3月）

｢歴史資料保存利用機関連絡協議会」の組織化と今後の問題

。………･………………………………………･………佐久間好雄

国立史料館の史料所在調査に参加して一その反省と問題点一

……．．…………………………………………………・ 吉永 昭

所在調査報告＝三州設楽郡出沢村滝川家文書・丹後地方農村文書

近世史料目録の調査と収集

所在調査＝旗本家文書（そのl)

第27号(1977年lO月）

農群校注の経験……………･………………･…………･…………

史料と蔵辨印のこと……･…………･……………………………・

銀座史料「諸国灰吹銀寄」について…．．………………………・

年貢皆済目録の成立……………･……………･………･…………

史料館資料利用規程

雄
一
次
男

古鳥

原島

榎本

大野

敏
陽
宗
瑞

第23号(1975年l2月）

古文書と私 ．………………………･………………………………・ 相原隆

｢村」村方騒動一信州佐久郡下海瀬村一……･･……･…………大野瑞

史料所在調査報告＝真田家文諜・出羽国平鹿郡角間川本郷家文諜

史料のマイクロ写真化と撮影基準

三

男

第28号(1978年3月）

大阪編年史刊行について…………………………………………藤本 鱒

ｍ
Ｎ
－



所在調査報告＝茨城県郡珂郡大宮町四倉家文書ほか・静岡県浜名

郡新居町戸長役場文書ほか

寛永期の「吉利支丹起請文」からみた京都六角町の住民栂成

………………………………………･………･……･…鶴岡実枝子

村入用帳について…………………………………･………．．……神崎彰利

一つの宝陵印塔一「木村家文書」の整理終えて一……………藤村潤一郎

所在調査報告＝下野国河内郡町谷村渡辺家文書・美濃国方県郡古

市場村国島家文瞥ほか

｢史料館所蔵目録一覧」の刊行

史料館蔵史料目録（第21集～第32集）内容紹介

つ
め
↑

第29号(1978年9月）

九州の石炭砿業史料について……………………･……………・・

｢真田家文書」 （その1)の整理を終って ．…･………………・

史料とラベル…………………………･……･……･………………

近世史料目録の調査・収集報告

秀村

原島

原島

選
陽
陽

三

第33号(1980年9月）

フランス・オランダの文書館……………………………………

｢寛文朱印留」の翻刻と校訂………･…………………･…･……

史料の原形保存 ・………………………･……･……………………

｢平松家文沓目録」の作成を終えて ……………………………

一
一

藤
野
島
谷

栄一

瑞男

陽一

和比古

加
大
原
笠第30号(1979年3月）

近世史料体系化への途……………………･……･……………･…

外国文書館見て歩き一昭和53年度在外研究報告一……………

所在調査報告＝山梨県南巨摩郡鰍沢町原田家文書ほか

｢豆州内浦史料目録」の作成を終えて ……･……･…………･…

地方史関係雑誌の収集について…………………………………

中井信彦

大野瑞男 第34号(1981年3月）

瀬戸内海歴史民俗資料館とその活動……………………………徳

二つの国際会議に参加して….．………………………………･…安

｢津軽家御定書」の翻刻………．．………………･………………浅

史料の原形保存（続） ……………………………………………原

史料所在調査報告＝上野区l利根郡門前区有文書・上総国山辺郡道

庭村石橋家文書ほか

夫
一
子
一

久
秀
潤
陽

山
澤
井
島

大藤 修

図香委員会

第31号(1979年9月）

漁村史料の伝来について 。…･……………………………………・

史料館叢書の発刊…………………………………………………

所在調査報告＝兵庫県姫路市・姫路酒井家文瞥

旧い蔵書印とラベル…･…………………………･………･………

寛文期の算用帖からみた江戸の「近江店」 ……………………

網野善彦

大野瑞男

第35号(1981年9月）

市史編さんと史料保存 ・…･……………………………………･…本多寅太郎

第9回文啓館国際会議での諸報告………………………………安澤秀一

維新と一豪農の｢家」一出羽国秋田郡二井田村一関家の「家訓」

の検討一………･……………………･………･……………………大藤 修

原島陽一

鶴岡実枝子

第32号(1980年3月）



整理の実務－－史料の登録-‐ …………………………………原島陽一 善徳寺文書目録を作成して………………………………………

史料の装備と配架……･……………………………･…………･…

ユネスコ本部文書館専門官エヴァンズ博士を案内して………

近世史料の名称付与の作業について

一「真田家文書」の整理を終えて－……．．…………………．

澤
島
澤

高
原
安

一
一
一

裕
陽
秀第36号(1982年3月）

史料と保存科学一防殺虫をめぐって一…………………………岩

秋田藩家臣文書の整理 ．…………………･……………・大

『播磨屋中井家永代帳」の刊行…………………………．．……・ 鶴

史料所在調査報告＝陸奥国閉伊郡穴沢村工藤家文瞥・陸奥国白川

郡諸家文書

吉
男
子枝

友
瑞
実

崎
野
岡

笠谷和比古

第40号(1984年3月）

歴史資料の保存科学……………………･……･………………･…江本義理

史料の装備と配架（続）…･……･……………･……………………原島陽一

史料所在調査報告＝和泉国日根郡熊取谷五門村中家文書

文書目録の編成に関する一、二の問題…･……………………・・ 安藤正人

第37号(1982年9月）

地域住民の手で郷土の史料館が建つまで

－刈谷市野田史料館の場合一…･…･…………………………・

保存管理国際会議ケンブリッジ1980……………………………

百姓身上り出入一件一「林家文番」の整理を終えて－………

追悼故榎本宗次史料館長

近世史料所在情報の体系化に向けて…･………･……………･…

藤
澤
井

加
安
浅

鉄衛

秀一

潤子

第41号（1984年9月）

史料保存と歴史資料館…………………･……･…………………・

特殊形態の資料の取扱い…．．………………………･……………

奥三河農村における年貢免状について…………………………

｢徳島藩職制取調書抜」 （上・下巻）の索引作成……………

史料所在調査報告＝京都冷泉町文書

史料協・関東部会設立準備会参加記

梅
原
鶴
広

津
島
岡
瀬

一
一
子
睦
枝

保
陽
実山田哲好

第38号(1983年3月）

近代行政文書の整理と文書館………･………………･……･……水野 保

寛文八年の香莫帳一小谷家文瞥の整理を終えて－……………安澤秀一

『徳島藩職制取調書抜』上の刊行

史料館の役割と史料保存体制

史料所在調査報告＝安芸国山県郡都志見村香川家文瞥・三河国八

名郡乗本村菅沼家文書ほか

第42号（1985年3月）

近代史料における私文書について…｡．……………………･……海野福寿

史料所在調査報告＝近江国高島郡在原区有文普ほか・信濃国埴科

郡下戸倉村坂井家文瞥

｢依田長安一代記」の刊行

第10回史料館国際会議ボンl984と研修セミナー………………安澤秀一

馬
ー

第39号（1983年9月）



農民史料の名称付与について……………………………………笠谷和比古

史料所在調査報告＝信濃国安曇郡穂高町村小川家文書・長門国阿

武郡萩城下呉服町菊屋文書

｢大塩平八郎一件書留」の刊行

第43号(1985年9月）

古文書の調査とアーギヴイスト …．．……………………………・

史料受入れ記録の保存…．．………………………･………………

史料形態がもつ意義………………………………………………

冊子型史料の諸形態と表記用語…………………………………

｢鈴木家文書目録」の作成を終えて ．．………………………･…

史料館の役割と史料保存利用体制一中間報告一

“
の
一原 進

烏陽一

島陽一

藤 修

村潤一郎

北
原
原
大
藤 第47号(1987年9月）

近代行政文書復元の一事例と文書資料の原形記録について…田中康雄

新田開発人の特権の消長

一所蔵史科目録第45集の刊行によせて－……………………森 安彦

史料所在調査報告＝長門国阿武郡萩城下呉服町菊屋文書・陸奥国

磐井郡楊生村阿部家文書

補修の記録化……………．．…………･………．．………………･…原島陽一

｢文書館学」研修会開催について

第44号(1986年3月）

文部省科学研究補助金による史料所在悩報の収集にあたって

アジア・太平洋地域アーキヴイスト養成センターの設立をめぐって

．………･………･…………･…･…………．．…････……・ 千代正明

史料所在調査報告＝越中国射水郡高岡横田町岡本家文瞥・信濃国

埴科郡下戸倉村坂井家文書

〔全史料協の要請書〕 第48号(1988年3月）

公文書館法の成立によせて

一岩上二郎議員の主旨説明を中心として一…………………

相州土屋村原家と定飛脚問屋……………………………………

ロンドン大学の文書館学大学院に学んで……･･……………･…

62年度予算の追加配分について

｢近江国鏡村玉尾家永代帳」の刊行

理喜夫

村潤一郎

藤正人

所
藤
安

第45号（1986年9月）

市町村史編さんに参加して ．……………･………………･………林 玲子

宗門送手形の書式と「案書」

－所蔵史料目録第44集の整理を終えて一…･…………･……・ 浅井潤子

ICA･JSAI第1回文書館振興国際会議に参加して…………安澤秀一

｢真田家家中明細書」の刊行

近汀国草津宿と飛脚屋…･…………………･……………………・ 藤村潤一郎 第49号(1988年9月）

公文書館法と地方自治体における文書管理・史料保存………佐藤勝巳

文部省科学研究費補助金による研究成果報告

旧家の家伝について一慈尊院中橋家文書の整理を終えて－…鶴岡実枝子

第46号(1987年3月）

県史編纂と県立文書館 ．．………．．……………………･…………・ 阿部 昭



史料の収集と受入 ・……･…………………………………･………原島陽一

｢史料の整理と管劉の刊行

21世紀の史料保存をになうアーキビストの育成をめざして…研修会委員会

文部省科学研究費補助金による研究成果報告

信濃国松代八田家文番の整理を担当して………………………大藤 修

大型絵図の複製について………･………･…………………･……山田哲好

歴史学関係諸学会懇談会（歴懇）第5回シンポジウム「学術情報

問題を考える」に参加して………………………………………大友一雄

第50号(1989年3月）

｢移転」問題と「史料館」の現況

近代行政文書の課題…………………･…･……………･…………中谷 棚

第ll回国際文番館会議と第1回国際アーキピスト養成コロキアム

に参加して…………………………………………………………安藤正人

史料所在調査報告＝遠江国引佐郡伊目村白柳家・同郡五日市場村

区有文書

第54号(1991年3月）

裁判記録の保存と利用…･……･………………………･…………竹澤哲夫

文部省科学研究饗補助金の交付と第1回研究会開催報告

大滝（直之助）家文書の整理を終えて…………………………浅井潤子

中国の桶案館訪問記…………………………………･………･…・ 丑木幸男

史料所在調査報告＝出羽国秋田郡久保田町那波家文普・武蔵国埼

玉郡羽生領桑崎村小沢家文番

第51号(1989年9月）

岡山藩人物情報のコンピュータ検索について…………………中野美智子

｢文字記録史料と電算機応用に関する課題と解決｣研究集会参加記

．．…………･……………………………………………山田哲好

史料館畿普別巻！ 「明治開化期の錦絵」の刊行 第55号(1991年9月）

史料館の四十年と今後の課題

史料館の事業内容紹介

史料館に期待すること………………･…･…………………･……

史料館に期待すること ・……･…………………………･…………

史料管理学研修会参加記……．.…………………………･………

史料管理学研修会参加記………………･………………．．………

第52号(1990年3月）

御先祖様の呼び起し………………………………………………佐

商家経営における収集情報の記録化……………………………安

真田家文書目録（その5）の整理を終えて……………………原

史料所在調査報告＝出羽国秋田郡久保田町那波家文書・信濃国軽

井沢宿本陣問屋佐藤家文瞥

藤友之

澤秀一

島陽一

明
愛
純
一

俊
満
伸

浦
西
川
田

三
大
白
芦

第53号(1990年9月）

｢房総史料調査会」の活動について ．．……………………･……立野 晃

、
、
一



6． 史料展示会一覧
マ
ｍ
一

以上のほか、番外として1971年4月7日法制史学会大会に協力「近世法制史料」を展示。

回数 開催年月日 展 示 内 容

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
胆
喝
皿
賜
焔
Ⅳ
略
四
加
幻
躯

1949． 11. 19

1951． 11. 11～12

1952． 11. 16～17

1953. 11. 8～7

1954. 11． 7～8

1955. 11． 6～7

1956． 11． 11～12

1957. 11. 10～11

1958. 11. 9～10

1959． 11. 8～9

1960． 11. 5～6

1961． 11． 11～12

1963. 5． 9～10

1964. 11. 9～10

1965. 11. 7～8

1966. 10． 17～18

1967． 11. 12～14

1968． 11． 10～12

1969. 11 9～1O

1970． 11． 8～9

1971. 10． 24～25

1980. 10. 20～21

収蔵史料公開披露展

近世商業金融史料・近世商業古器具類．近世鉱山史料・近世における領国統治に関する史料

近世農村租税史料・三井文庫所蔵日本古版地図

近世農業経営史料（甲州山梨郡下井尻村依田家文書） ・三井文庫所蔵江戸古版地図

近世交通運輸史料

豆州韮山代官江川家文書

近世の戸口調査に関する史料

江戸時代の金融貸借史料

近世の知行制に関する史料

近世水産図絵

近世産業史料

近世の服飾に関する史料

内外の民具（新館落成記念）

国絵図・郷帳

近世寺院史料一出羽国山形宝轤寺文書を中心に一

府藩県時代史料

東山梨の農村史料一甲斐国山梨郡下井尻村井尻家文書を中心に一

摂津国大阪加嶋屋長田家文書

譜代大名諸家文書

近世鉱山史料一出羽国秋田郡南比内大葛金山荒谷家文書を中心に－

愛知・群馬両県庁文瞥

近世農漁村生活史料
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学
術
史
料
蒐
集
の
要
項

一
、
学
術
史
料
蒐
集
の
主
旨

戦
時
中
及
び
戦
後
の
政
治
的
・
社
会
的
・
経
済
的
変
革
に
と
も
な
い
、
学
術
史
料
と
し
て

の
古
文
書
・
記
録
類
の
散
侠
、
埋
滅
は
洵
に
鯵
し
い
も
の
が
あ
る
に
拘
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
文

書
の
内
、
国
宝
保
存
法
、
重
要
美
術
品
認
定
に
関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
た
も
の
は

極
め
て
少
数
で
あ
っ
て
、
大
部
分
の
史
料
は
何
等
の
保
存
策
も
講
ぜ
ら
れ
ず
、
従
っ
て
自
由

な
売
買
処
分
が
行
は
れ
て
い
る
実
情
で
あ
る
。
こ
の
現
状
に
対
し
、
応
急
適
切
な
処
置
を
と

る
こ
と
に
怠
慢
で
あ
る
な
ら
ば
、
我
国
の
歴
史
研
究
の
上
に
重
大
な
障
碍
を
招
き
、
悔
い
を

千
載
に
残
す
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

こ
こ
に
於
て
研
究
者
各
位
の
積
極
的
な
協
力
に
俟
っ
て
股
も
侠
亡
の
危
険
の
多
い
近
世
並

び
に
明
治
時
代
の
庶
民
史
料
を
全
国
的
に
蒐
集
し
、
之
を
整
理
・
保
存
す
る
と
共
に
更
に
こ

の
蒐
集
史
料
を
公
開
し
、
汎
く
研
究
者
の
利
用
に
供
す
る
目
的
の
国
立
史
料
館
（
仮
称
）
の

設
立
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
蒐
集
の
方
法

文
部
省
内
に
二
十
名
以
内
の
学
術
史
料
調
査
員
を
お
き
、
史
料
蒐
集
の
具
体
的
方
策
を
協

議
実
行
に
移
す
と
と
も
に
、
地
方
組
織
と
し
て
地
方
学
術
史
料
調
査
員
を
各
都
道
府
県
に
若

干
名
を
お
き
、
学
術
史
料
調
査
会
議
に
お
い
て
決
定
し
た
大
綱
に
基
き
、
全
国
的
に
史
料
の

蒐
集
を
行
う
。
こ
の
蒐
集
事
業
を
緊
急
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
埋
滅
に
瀕
し
た
学
術

史
料
の
保
存
対
策
を
強
力
に
講
じ
て
行
く
も
の
で
あ
る
。

三
、
蒐
集
の
対
象

㈹
地
方
の
旧
家
、
旧
役
人
、
資
産
家
（
地
主
・
山
主
・
商
家
）
、
事
業
家
（
船
主
・
網
元
・

問
屋
・
運
送
業
者
等
）
そ
の
他
の
家
に
伝
存
す
る
文
瞥
・
記
録
類
。

口
講
・
組
・
株
仲
間
等
に
残
存
す
る
も
の
。

州
町
村
役
場
等
に
残
存
す
る
も
の
。

１
学
術
史
料
蒐
集
の
要
項
（
一
九
四
七
年
度
）

㈲
寺
院
神
社
等
に
残
存
す
る
も
の
。

㈱
其
の
他
に
残
存
す
る
も
の
。

四
、
蒐
集
内
容

山
農
漁
村
の
経
済
・
社
会
・
自
治
・
戸
口
及
び
生
産
・
生
産
技
術
等
に
関
す
る
も
の
。

山
農
漁
村
の
生
活
、
行
事
、
習
慣
及
び
村
落
組
織
に
関
す
る
も
の
。

土
地
・
山
林
・
租
税
・
課
役
等
に
関
す
る
も
の
。

都
市
の
構
成
・
市
民
生
活
等
に
関
す
る
も
の
。

商
家
・
商
取
引
・
商
品
・
物
価
及
び
市
場
に
関
す
る
も
の
。

工
場
・
工
業
技
術
及
び
一
般
労
務
者
（
奉
公
人
・
職
人
）
給
与
等
に
関
す
る
も
の
。

一
般
の
政
治
、
行
・
財
政
、
法
制
、
経
済
、
通
貨
、
貸
借
等
に
関
す
る
も
の
。

交
通
・
運
輸
・
通
信
等
に
関
す
る
も
の
。

建
築
・
土
木
・
造
船
等
に
関
す
る
も
の
。

文
化
・
教
育
・
宗
教
（
寺
社
）
信
仰
等
に
関
す
る
も
の
。

一
般
の
生
活
其
の
他
に
関
す
る
も
の
。

五
、
蒐
集
の
条
件

イ
、
所
蔵
者
よ
り
無
償
供
与
を
受
け
て
当
方
よ
り
感
謝
状
を
出
す
も
の
。

ロ
、
有
償
を
以
て
買
上
げ
る
も
の
（
買
上
げ
に
つ
い
て
は
次
の
二
種
と
す
る
）
。

Ａ
謝
金
程
度
を
以
て
す
る
買
上
げ
（
評
価
価
格
の
半
額
以
下
）
。

Ｂ
評
価
委
員
会
の
適
正
評
価
に
よ
る
買
上
げ
（
評
価
基
準
は
別
紙
に
依
る
）
。

保
管
に
つ
い
て
は
中
央
保
存
を
原
則
と
す
る
。
但
し
特
に
事
情
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
地

方
保
存
の
途
を
講
究
す
る
こ
と
。

注
意
事
項

蒐
集
史
料
は
有
償
、
無
償
に
拘
ら
ず
、
差
当
り
文
部
省
の
責
任
に
於
い
て
整
理
保
存
す
る

｝
」
０
〃
」
◎

史
料
蒐
集
の
条
件
と
し
て
最
も
好
ま
し
い
の
は
、
イ
項
で
あ
る
が
、
所
蔵
者
の
事
情
又
は

希
望
に
よ
っ
て
は
事
項
Ａ
、
次
ぎ
は
Ｂ
の
順
位
を
以
っ
て
交
渉
さ
れ
た
い
こ
と
。
（
但
し
此
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請
願

戦
後
の
社
会
的
経
済
的
諸
変
革
に
よ
っ
て
、
近
世
並
に
明
治
時
代
の
庶
民
生
活
に
関
す
る
基
礎

的
史
料
が
、
別
紙
請
願
趣
意
番
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
々
散
侠
埋
減
し
つ
つ
あ
る
現
情

に
か
ん
が
み
保
存
及
公
開
機
関
と
し
て
、
国
立
史
料
館
の
ご
と
き
施
設
を
急
速
に
設
置
し
、
こ

れ
が
対
策
を
た
て
る
よ
う
請
願
し
ま
す
。

昭
和
二
十
四
年
月
日

人
文
科
学
研
究
課
」
宛
、
又
学
術
史
超

庫
内
文
部
省
分
室
」
宛
送
付
の
こ
と
。

２
史
料
館
設
置
に
関
す
る
請
願
及
び
趣
意
書
（
一
九
四
九
年
三
月
）

の
条
件
は
公
表
を
差
控
え
、
取
扱
者
の
意
中
に
留
め
お
か
れ
た
い
こ
と
）

史
料
蒐
集
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
は
、
「
東
京
都
千
代
田
区
霞
ヶ
関
文
部
省
科
学
教
育
局

人
文
科
学
研
究
課
」
宛
、
又
学
術
史
料
の
送
付
先
は
「
東
京
都
文
京
区
上
富
士
前
町
東
洋
文

学
術
史
料
調
査
委
員
会
委
員
名
簿

小
野
武
夫
早
大
講
師

渡
辺
世
祐
明
大
教
授

野
村
兼
太
郎
慶
応
教
授

古
島
敏
雄
東
大
助
教
授

所
三
男
徳
川
林
政
史
研
究
所
員

宝
月
圭
吾
東
大
助
教
授

伊
木
癖
一
明
大
教
授

鳥
羽
正
雄
林
友
会
嘱
託

森
末
義
彰
史
料
編
纂
所
員

辻
善
之
助

岩
井
大
慧
東
洋
文
庫
長

北
多
摩
郡
小
金
井
町
二
七
七
三

目
黒
区
下
馬
ニ
ノ
六
七

神
奈
川
県
藤
沢
市
大
鋸
御
所
谷

文
京
区
弥
生
町
東
大
農
学
部
研
究
室

新
宿
区
目
白
町
四
ノ
四
一

中
野
区
昭
和
通
り
三
ノ
五
三
青
柳
方

港
区
高
輪
南
町
二
七

文
京
区
駒
込
上
富
士
前
町
五

浦
和
市
上
木
崎
一
一
八

新
宿
区
戸
塚
町
四
の
七
八
三

文
京
区
駒
込
上
冨
士
前
町
一
四
七

日
本
の
歴
史
資
料
は
今
正
に
空
前
の
危
機
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

我
々
の
祖
先
が
残
し
伝
え
た
文
書
・
記
録
は
、
そ
の
古
さ
に
お
い
て
も
量
に
お
い
て
も
、
東

洋
は
も
ち
ろ
ん
欧
米
諸
国
に
も
そ
の
比
を
み
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
永
い
保
存

に
堪
え
る
和
紙
に
墨
筆
を
以
て
記
録
さ
れ
た
こ
と
が
最
大
の
理
由
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し

た
文
番
・
記
録
を
丹
念
に
保
存
す
る
こ
と
を
義
務
と
考
え
、
ま
た
家
の
誇
り
と
も
し
た
我
々
の

祖
先
の
心
掛
け
に
負
う
と
こ
ろ
が
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
名
門
・
旧
家
は
も
と
よ
り
、
そ

の
家
系
・
由
緒
に
深
い
関
心
を
も
つ
ほ
ど
の
家
に
は
、
公
私
に
亙
っ
た
各
種
の
文
替
・
記
録
が

多
愚
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
歴
史
資
料
と
し
て
よ
く
整
理
さ
れ
、
ま
た
資
料
に
利
用
さ
れ
て
き
た
も
の
は
そ
の
一

小
部
分
で
、
江
戸
時
代
以
降
の
民
間
記
録
類
に
至
っ
て
は
、
一
部
の
郷
土
史
家
以
外
に
は
殆
ん

ど
願
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
従
来
の
歴
史
が
い
わ
ゆ
る
「
支
配
者
の
歴
史
」
で
あ
っ
て
、

皇
室
、
国
体
、
政
治
、
軍
事
乃
至
文
化
、
思
想
方
面
の
研
究
に
重
点
を
置
く
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
結
果
、
我
我
の
生
活
に
最
も
関
係
の
深
い
産
業
経
済
社
会
等
の
部
門
が
お
ろ
そ
か
に
な

り
、
な
か
ん
づ
く
近
世
の
庶
民
生
活
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
は
な
き
に
等
し
い
実
情
で
し
た
。

従
っ
て
今
後
の
歴
史
研
究
者
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
は
、
今
ま
で
多
く
顧
ら
れ
な
か
っ
た
史
料
、

殊
に
民
間
記
録
に
就
い
て
実
証
的
な
研
究
を
進
め
、
単
に
従
来
の
歴
史
の
空
欠
を
補
填
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
科
学
的
研
究
に
よ
っ
て
血
の
通
っ
た
「
日
本
の
歴
史
」
を
新
に
編
纂
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
最
も
不
幸
な
事
実
は
、
肝
心
な
根
本
史
料
で
あ
る
と
こ
ろ
の
古
文

書
記
録
類
、
そ
の
鼠
と
質
と
を
世
界
に
誇
っ
た
歴
史
資
料
の
多
く
が
、
現
在
快
失
に
瀕
し
て
い

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

民
間
に
保
存
さ
れ
た
史
料
は
、
前
述
の
事
情
と
、
一
つ
は
読
解
の
困
難
さ
の
故
に
、
そ
の
多

史
料
館
設
置
に
関
す
る
請
願
趣
意

衆
議
院
議
長
幣
原
喜
重
郎
殿

房
冨
○
愚
仰
。

紹
介
者

ロ
園
巴
○
○
９
房

森
戸
辰
男
稲
葉
傭
渡
辺
銭
造

船
田
享
二
水
谷
昇
原
彪
植
原
悦
二
郎
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く
が
未
調
査
、
未
整
理
の
状
態
で
所
蔵
さ
れ
ま
し
た
た
め
、
戦
時
中
に
は
と
か
く
不
用
物
視
さ

れ
ま
し
て
廃
品
回
収
の
対
象
に
上
り
、
従
っ
て
莫
大
な
量
の
記
録
類
が
眠
っ
て
い
る
資
源
と
し

て
動
員
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
終
戦
後
の
混
乱
を
迎
え
ま
し
て
か
ら
は
、
経
済
事
情
の
激
し
い
変

動
に
つ
れ
ま
し
て
、
家
重
代
の
什
器
宝
物
類
の
換
貨
処
分
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
人
々
が
急
増
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
階
層
に
属
す
る
人
々
の
多
く
は
古
文
書
記
録
の
所
蔵
者
で
あ
り
ま
し
た
が
、

什
宝
ま
で
を
手
放
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
、
文
書
類
だ
け
が
処
分
せ
ら
れ
ず
に
あ
る
例

は
殆
ど
な
く
、
既
に
原
蔵
者
を
離
れ
て
そ
の
所
在
を
失
い
ま
し
た
も
の
及
び
全
く
潰
滅
い
た
し

ま
し
た
文
書
の
数
量
は
戦
時
中
の
そ
れ
を
上
廻
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

美
術
骨
董
品
の
類
は
売
却
処
分
を
う
け
ま
し
て
も
、
結
果
に
於
き
ま
し
て
は
単
に
保
存
の
場

所
を
変
え
た
に
す
ぎ
ぬ
場
合
が
多
く
、
甚
し
く
そ
の
原
形
を
損
じ
ま
す
よ
う
な
こ
と
は
稀
で
あ

り
ま
す
が
、
前
述
い
た
し
ま
し
た
文
書
記
録
に
な
り
ま
す
と
、
商
品
と
し
て
の
価
値
が
乏
し
い

と
い
う
理
由
も
あ
り
ま
し
て
、
一
旦
所
蔵
者
の
手
を
離
れ
ま
し
た
が
最
後
、
そ
の
多
く
は
文
字

通
り
「
反
故
」
と
な
り
ま
し
て
、
主
に
再
製
紙
原
料
と
な
っ
て
原
形
を
失
っ
て
し
ま
う
の
で
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
て
そ
の
古
文
番
の
内
蔵
い
た
し
ま
す
史
実
に
接
す
る
機
会
は
つ
い
に
失
わ
れ

ま
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
ま
し
た
歴
史
の
空
白
を
充
た
す
こ
と
は
永
久
に
望
み
得
な
い
の

で
あ
り
ま
す
。

父
祖
と
門
地
と
の
名
誉
に
か
け
、
或
い
は
家
門
と
郷
土
と
の
誇
り
と
し
て
百
年
数
百
年
保
持

さ
れ
て
い
ま
し
た
古
文
書
記
録
類
が
、
一
魁
の
反
故
と
し
て
売
買
き
れ
、
刻
々
に
姿
を
消
し
て

ま
い
り
ま
す
現
状
を
黙
視
す
る
に
堪
え
ぬ
者
は
、
歴
史
研
究
者
だ
け
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

古
文
書
記
録
も
ま
た
父
祖
の
遺
し
た
貴
重
な
文
化
財
で
あ
り
ま
す
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
は
世

界
の
民
族
史
料
と
し
て
の
重
要
な
文
献
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
を
遺
憾
な
く
保
存
・
利
用
い
た

し
ま
す
こ
と
は
、
日
本
人
に
課
せ
ら
れ
た
名
誉
あ
る
義
務
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ

と
は
先
般
ラ
ィ
シ
ャ
ワ
ー
博
士
も
指
摘
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
文
化
国
家
の

建
設
を
日
本
の
至
上
任
務
と
考
え
る
立
場
の
人
々
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
い
や
し
く
も
一
国
の

歴
史
と
文
化
と
に
思
い
を
い
た
す
識
者
は
、
焚
書
の
刑
に
も
勝
る
現
下
の
史
料
破
壊
現
象
に
対

し
ま
し
て
、
無
関
心
で
あ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
に
も
拘
り
ま
せ
ず
、
一
部
の
学
究
や
指
導
者
達
が
こ
の
現
象
に
直
面
し
な
が
ら
、
徒
ら

に
焦
心
憂
慮
を
重
ね
る
ば
か
り
で
更
に
適
切
な
応
急
措
置
を
講
じ
得
ま
せ
ん
の
は
、
こ
の
蒐
集

保
存
を
図
り
ま
す
だ
け
の
資
力
と
設
備
と
を
持
た
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

未
曾
有
の
埋
滅
過
程
に
あ
り
ま
す
民
間
史
料
を
蒐
集
い
た
し
、
こ
れ
の
保
存
と
利
用
と
を
図

り
ま
し
て
、
世
界
文
化
に
貢
献
し
ま
す
こ
と
は
、
も
は
や
個
人
の
力
や
、
弱
体
化
し
ま
し
た
研

究
機
関
の
手
に
負
え
る
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
右
の
目
的
を
達
成
い
た
し
ま
す
上
に
残
さ
れ

ま
し
た
唯
一
の
途
は
、
国
立
の
史
料
保
存
機
関
（
史
料
館
）
を
設
け
て
文
書
の
散
侠
防
止
を
講

じ
ま
す
と
共
に
、
自
家
保
存
に
堪
え
な
く
な
り
ま
し
た
民
間
の
史
料
を
国
の
力
で
蒐
集
す
る
以

外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

史
料
の
危
機
は
切
迫
し
て
い
ま
す
。
時
機
を
逸
し
ま
し
た
な
ら
、
文
化
国
家
を
再
建
い
た
し

ま
す
上
の
重
要
な
礎
石
を
失
っ
て
、
悔
い
を
千
載
に
の
こ
す
よ
り
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
国
家
は
、
中
央
・
地
方
に
史
料
館
を
設
置
し
、
緊
急
に
強
力
な
史
料
蒐
集
事
業
を

企
画
せ
ら
れ
ま
す
よ
う
弦
に
請
願
し
ま
す
。

野
村
兼
太
郎
高
村
象
平
羽
原
又
吉
渋
沢
敬
三
古
島
敏
雄

大
塚
久
雄
小
野
武
夫
増
田
四
郎
上
原
専
禄
所
三
男

小
松
芳
喬
小
林
良
正
五
島
茂
丸
山
二
郎
大
久
保
利
謙

石
井
良
助
岩
村
忍
伊
木
寿
一
家
永
三
郎
吉
川
幸
次
郎

織
田
武
雄
石
田
英
一
郎
石
田
竜
次
郎
柴
三
九
男
渡
辺
世
祐

岩
生
成
一
山
中
謙
二
竜
粛
宝
月
圭
吾
西
岡
虎
之
助

森
末
義
彰
高
柳
光
寿
久
保
正
幡
黒
正
厳
酒
井
正
三
郎

辻
善
之
助
岩
井
大
葱
飯
塚
浩
二
藤
田
亮
策
鳥
羽
正
雄

小
西
四
郎
和
田
情
今
井
登
志
喜
荻
野
三
七
彦
小
葉
田
淳

山
口
栄
蔵
有
賀
喜
左
衛
門
入
交
好
脩
宇
野
怖
平
舟
越
康
寿

矢
口
孝
次
郎
堀
江
英
一
熊
谷
開
作
牧
健
二
鋳
方
貞
亮

三
橋
時
雄
原
随
園
高
橋
誠
一
郎
山
本
達
郎
堀
江
保
蔵

柴
田
実
穂
積
文
雄
坂
本
太
郎
安
藤
良
雄
藤
井
甚
太
郎
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国
立
史
料
館
の
柵
想
（
案
）

１
、
設
置
の
趣
旨

終
戦
後
の
社
会
的
・
経
済
的
変
動
は
、
文
瞥
及
び
記
録
類
中
、
殊
に
近
世
以
降
の
移
し
い

史
料
を
散
逸
、
破
壊
の
危
険
に
瀕
せ
し
め
て
い
る
が
、
文
部
省
と
し
て
は
、
そ
の
散
侠
防
止

の
一
方
策
と
し
て
、
昭
和
二
二
年
秋
以
来
、
各
方
面
の
支
持
と
協
力
の
下
に
こ
れ
ら
を
収
集
、

保
存
す
る
事
業
に
着
手
し
た
。
爾
来
三
年
を
経
た
現
在
、
約
七
万
点
の
文
書
・
記
録
類
を
収

集
し
、
且
つ
三
井
文
庫
の
施
設
を
買
収
し
て
、
そ
の
整
理
保
存
を
行
い
つ
つ
あ
る
が
、
史
料

の
分
散
・
侠
亡
の
実
情
は
、
金
融
逼
迫
、
固
定
資
産
税
の
実
施
等
の
事
情
に
促
さ
れ
て
、
一

層
の
激
化
の
傾
向
に
す
す
ん
で
い
る
。
現
在
収
集
の
主
対
象
と
な
っ
て
い
る
近
世
の
史
料
は
、

研
究
史
料
と
し
て
は
殆
ん
ど
未
開
拓
の
分
野
に
属
し
、
且
つ
そ
の
多
く
は
庶
民
の
日
常
生
活

に
関
す
る
重
要
資
料
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
れ
ら
の
所
在
を
組
織
的
に
調
査
し
、
又
は

収
集
、
整
理
し
て
研
究
者
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
歴
史
学
の
再
建
の
た
め
に
、

是
非
と
も
遂
行
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
文
化
的
な
重
要
使
命
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の

大
な
る
責
務
に
応
え
る
た
め
に
も
、
本
事
業
は
文
部
省
に
お
け
る
一
課
の
単
な
る
附
随
的
な

仕
事
と
し
て
で
は
な
く
、
別
個
に
本
省
直
属
の
機
関
と
し
て
、
国
立
史
料
館
を
設
置
し
、
こ

れ
が
強
力
な
運
営
を
図
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

３
国
立
史
料
館
の
構
想
案
二
九
五
○
年
）

仁
井
田
陞

古
田
良
一

長
寿
吉

金
田
平
一
郎

小
林
栄
三
郎

渡
辺
侃

山
口
和
雄

井
上
智
勇

高
柳
真
三

土
屋
喬
雄

森
克
己

岸
本
誠
二
郎

鈴
木
栄
太
郎

柳
田
国
男

木
下
彰

村
岡
哲

竹
内
理
三

高
倉
新
一
郎

宮
崎
孝
治
郎

堀豊
田

水
野

宮
本

松
田

板
野

長武又清 一
八雄次一武郎

西
尾
実

中
村
吉
治

江
上
波
夫

日
野
開
三
郎

小
林
己
智
次

風
巻
景
次
郎

２
、
性
格
及
び
機
能

上
述
の
趣
旨
に
も
と
づ
き
、
国
立
史
料
館
は
史
料
の
調
査
・
収
集
を
始
め
、
史
料
の
整
理
・

保
存
及
び
利
用
の
機
関
で
あ
り
、
史
料
に
関
す
る
学
問
的
研
究
並
び
に
そ
の
啓
蒙
普
及
に
も

資
す
る
と
共
に
、
関
係
諸
機
関
に
対
し
て
は
、
連
絡
機
関
と
し
て
の
役
割
を
も
持
つ
べ
き
で

あ
る
。

３
、
事
業

上
述
の
趣
旨
を
達
成
す
る
た
め
、
国
立
史
料
館
は
主
と
し
て
次
の
事
業
を
行
う
。

⑪
史
料
の
調
査

全
国
に
わ
た
る
史
料
の
組
織
的
な
調
査
を
行
い
そ
の
所
在
・
内
容
・
数
量
・
保
存
及
び

利
用
等
の
現
状
を
明
確
に
し
、
常
に
最
新
の
情
報
を
提
供
す
る
。

②
史
料
の
収
集
及
び
整
理

上
述
の
調
査
に
も
と
づ
き
、
散
逸
・
破
壊
の
お
そ
れ
あ
る
史
料
を
始
め
、
所
蔵
者
が
譲

渡
又
は
寄
贈
・
寄
託
を
希
望
す
る
史
料
等
を
収
集
し
、
必
要
に
応
じ
補
修
を
加
え
て
、
こ

れ
ら
を
整
理
・
保
存
す
る
。

⑧
史
料
の
公
開

史
料
を
利
用
に
供
す
る
た
め
、
閲
覧
室
・
陳
列
室
等
を
設
け
、
閲
覧
規
則
に
従
っ
て
、

所
蔵
史
料
を
研
究
者
の
た
め
に
公
開
す
る
。

側
史
料
に
関
す
る
刊
行

所
蔵
史
料
の
目
録
・
全
国
的
な
史
料
の
調
査
目
録
の
作
成
・
重
要
史
料
の
複
刻
及
び
史

料
に
関
す
る
調
査
・
研
究
報
告
等
を
刊
行
す
る
。

⑤
史
料
に
関
す
る
啓
発

史
料
に
関
す
る
知
識
の
普
及
の
た
め
、
一
般
及
び
研
究
者
の
た
め
講
習
会
及
び
史
料
展

示
会
等
を
開
催
す
る
。

⑥
史
料
取
扱
者
の
研
修

史
料
の
特
殊
性
に
か
ん
が
み
、
館
内
の
職
員
に
対
し
、
し
ば
し
ば
研
究
会
、
講
習
会
等

を
開
催
し
て
、
特
殊
な
教
育
と
訓
練
と
を
実
施
し
、
取
扱
上
の
専
門
的
技
術
を
修
得
さ
せ
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⑧
史
料
に
関
す
る
研
究

所
蔵
史
料
を
中
心
と
す
る
近
世
古
文
瞥
学
の
研
究
並
び
に
近
世
史
一
般
に
関
す
る
学
術

的
研
究
を
実
施
す
る
た
め
附
属
研
究
所
を
設
置
し
、
斯
学
の
発
展
に
資
す
る
と
共
に
研
究

者
の
養
成
を
図
る
。

４
、
櫛
成

る
。

、
史
料
保
存
の
た
め
の
援
助

史
料
を
保
存
す
る
地
方
諸
機
関
に
対
し
、
そ
の
保
存
・
利
用
の
た
め
の
援
助
並
び
に
指

国立史料館４
史
料
館
規
程
（
一
九
五
一
年
五
月
三
○
日
）

文
部
省
令
第
十
号

導
を
行
う
。

史
料
課
…
：
．
史
料
所
在
の
全
国
的
調
査
・
史
料
の
収
集

汁
調
査
課
・
・
・
…
収
集
史
料
の
基
本
的
調
査
・
史
料
ヵ
‐
ド
の
作
成

Ａ
、
調
査
部

事
業
課
…
…
重
要
史
料
の
複
写
・
図
瞥
収
集
・
刊
行
・
其
他
・

啓
蒙
普
及
・
情
報
連
絡

保
存
課
…
…
史
料
図
書
の
管
理
・
史
料
の
補
修
・
消
毒

十
整
理
課
：
…
・
収
集
史
料
の
整
理
・
目
録
・
書
名
ヵ
‐
ド
の
作
成

Ｂ
、
保
管
部

利
用
課
…
…
閲
覧
者
へ
の
公
開

第
一
研
究
室
…
…
近
世
古
文
書
学
の
研
究

［
雄
一
螺
韓
鯏
澱
騏
纈
濡
卿

Ｃ
、
附
属
研
究
所

第
四
研
究
室
．
．
…
・
古
文
書
の
整
理
保
存
に
関
す
る
研
究

文
部
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
第
九
條
第
十
六
号
の
規
定
を
実
施

す
る
た
め
、
史
料
館
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

昭
和
二
十
六
年
五
月
三
十
日

（
目
的
及
び
位
置
）

第
一
條
わ
が
国
の
史
料
で
主
と
し
て
近
世
の
も
の
（
以
下
「
史
料
」
と
い
う
。
）
を
収
集
し
、

保
存
し
、
及
び
利
用
に
供
し
、
併
せ
て
史
料
に
つ
い
て
の
理
解
及
び
普
及
を
図
り
、
も
っ
て

わ
が
国
に
お
け
る
史
学
の
研
究
に
資
す
る
た
め
に
、
文
部
省
大
学
学
術
局
に
史
料
館
を
置
く
。

２
史
料
館
の
位
置
は
、
東
京
都
品
川
区
豊
町
一
丁
目
千
百
三
十
八
番
地
と
す
る
。

（
館
長
）

第
二
條
史
料
館
に
館
長
を
置
く
。

２
館
長
は
、
文
部
事
務
官
又
は
文
部
教
官
を
も
っ
て
あ
て
る
。

３
館
長
は
、
文
部
省
大
学
学
術
局
長
の
命
を
受
け
て
、
館
務
を
総
理
す
る
。

（
評
議
会
）

第
三
篠
史
料
館
に
評
議
会
を
置
く
。

２
評
議
会
は
、
史
料
館
の
毎
年
の
事
業
計
画
そ
の
他
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
館
長

に
助
言
す
る
。

３
評
議
会
は
、
十
五
人
以
内
の
評
議
員
で
組
織
す
る
。

４
評
議
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
文
部
大
臣
が
任
命
す
る
。

５
評
議
員
の
任
期
は
、
二
年
と
し
、
補
欠
の
評
議
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す

ワ
（
》
。

６
評
議
会
に
、
評
議
員
の
互
選
に
よ
る
会
長
及
び
副
会
長
を
各
一
人
を
置
く
。

７
会
長
は
、
会
務
を
総
理
す
る

８
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
そ
の
職
務
を
代
理
し
、
会
長

史
料
館
規
程

文
部
大
臣
天
野
貞
祐
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文
部
省
令
第
二
五
号

国
立
学
校
設
置
法
（
昭
和
二
四
年
法
律
第
一
五
○
号
）
第
一
○
条
及
び
第
一
三
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
国
文
学
研
究
資
料
館
組
織
運
営
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

昭
和
四
七
年
五
月
一
日

文
部
大
臣
高
見
三
郎

が
欠
け
た
と
き
は
そ
の
職
務
を
行
う
。

９
こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
外
、
評
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
評
議
会
が
定

め
る
。

（
専
門
員
会
）

第
四
篠
史
料
館
に
専
門
員
会
を
置
く
。

２
専
門
員
会
は
、
史
料
の
収
集
、
保
存
、
利
用
等
に
関
す
る
専
門
的
事
項
を
調
査
審
議
し
、

館
長
に
助
言
す
る
。

３
専
門
員
会
は
、
十
人
以
内
の
専
門
員
で
組
織
す
る
。

４
専
門
員
は
、
史
料
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
技
能
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
文
部
大
臣
が

任
命
す
る
。

５
前
條
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
専
門
員
又
は
専
門
員
会
に
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
評
議
員
」
と
あ
る
は
「
専
門
員
」
と
、
第
六
項

及
び
第
九
項
中
「
評
議
員
」
と
あ
る
は
「
専
門
員
会
」
と
、
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
運
営
管
理
に
必
要
な
事
項
）

第
五
燦
史
料
館
の
内
部
組
織
そ
の
他
そ
の
運
営
管
理
に
必
要
な
事
項
は
、
別
に
文
部
大
臣
が

定
め
る
。附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

５
国
文
学
研
究
資
料
館
組
織
運
営
規
則
（
一
九
七
二
年
五
月
一
旦

国
文
学
研
究
資
料
館
組
織
運
営
規
則

（
職
員
の
種
類
）

第
一
条
国
文
学
研
究
資
料
館
（
以
下
「
研
究
資
料
館
」
と
い
う
。
）
に
、
次
の
職
員
を
置
く
。

館
長

教
授
助
教
授

助
手

事
務
職
員

技
術
職
員

２
館
長
は
、
館
務
を
掌
理
す
る
。

３
教
授
は
、
研
究
に
従
事
し
、
及
び
国
立
大
学
そ
の
他
の
大
学
の
大
学
院
に
お
け
る
教
育
に

協
力
す
る
た
め
の
学
生
の
研
究
指
導
を
行
な
う
。

４
助
教
授
は
、
教
授
の
職
務
を
助
け
る
。

５
助
手
は
、
教
授
及
び
助
教
授
の
職
務
を
助
け
る

６
事
務
職
員
は
、
庶
務
、
会
計
等
の
職
務
に
従
事
す
る
。

７
技
術
職
員
は
、
技
術
に
関
す
る
職
務
に
従
事
す
る
。

（
内
部
組
織
）

第
二
条
研
究
資
料
館
に
、
次
の
三
部
を
置
く
。

一
管
理
部

二
文
献
資
料
部

三
研
究
情
報
部

２
前
項
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
研
究
資
料
館
に
、
史
料
館
を
置
く
。

（
管
理
部
）

第
三
条
管
理
部
に
お
い
て
は
、
庶
務
、
会
計
及
び
施
設
等
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
。

２
管
理
部
に
、
そ
の
所
掌
事
務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
、
文
部
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
課
を
置
く
。
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２
史
料
館
に
、
長
を
置
き
、
教
授
を
も
っ
て
充
て
る
。

３
前
項
の
長
は
、
史
料
館
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

４
史
料
館
に
、
そ
の
所
掌
事
務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
、
文
部
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
室
を
置
く
。

５
室
に
、
室
長
を
置
き
、
教
授
又
は
助
教
授
を
も
っ
て
充
て
る
。

６
室
長
は
、
上
司
の
命
を
受
け
、
室
の
事
務
を
処
理
す
る
。

（
各
部
及
び
史
料
館
の
連
携
）

第
六
条
各
部
及
び
史
料
館
に
お
い
て
は
、
研
究
資
料
館
の
目
的
を
効
果
的
に
達
成
す
る
た
め

（
史
料
館
）

第
五
条
史
料
館
に
お
い
て
は
、
わ
が
国
の
史
料
で
主
と
し
て
近
世
の
も
の
の
調
査
研
究
、

集
、
整
理
、
保
存
及
び
閲
覧
を
行
な
う
。

３
管
理
部
及
び
課
に
、
そ
れ
ぞ
れ
部
長
及
び
課
長
を
置
き
、
事
務
職
員
を
も
っ
て
充
て
る
。

４
部
長
は
、
館
長
の
命
を
受
け
、
部
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

５
課
長
は
、
上
司
の
命
令
を
受
け
、
課
の
事
務
を
処
理
す
る
。

（
文
献
資
料
部
及
び
研
究
情
報
部
）

第
四
条
文
献
資
料
部
に
お
い
て
は
、
国
文
学
に
関
す
る
文
献
そ
の
他
の
資
料
の
調
査
研
究
及

び
収
集
を
行
な
う
（
研
究
情
報
部
及
び
史
料
館
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

２
研
究
情
報
部
に
お
い
て
は
、
国
文
学
に
関
す
る
研
究
文
献
及
び
研
究
に
必
要
な
情
報
の
調

査
研
究
及
び
収
集
を
行
な
い
、
並
び
に
国
文
学
に
関
す
る
文
献
そ
の
他
の
資
料
の
整
理
、
保

存
及
び
閲
覧
を
行
な
う
（
史
料
館
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

３
文
献
資
料
部
及
び
研
究
情
報
部
に
、
そ
の
所
掌
事
務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
、
文
部
大
臣
が

別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
室
を
置
く
。

４
文
献
資
料
部
及
び
研
究
情
報
部
並
び
に
室
に
、
そ
れ
ぞ
れ
部
長
及
び
室
長
を
置
き
、
部
長

は
教
授
を
も
っ
て
、
室
長
は
教
授
又
は
助
教
授
を
も
っ
て
充
て
る
。

５
部
長
は
、
館
長
の
命
を
受
け
、
部
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

６
室
長
は
、
上
司
の
命
を
受
け
、
室
の
事
務
を
処
理
す
る
。

収

相
互
に
緊
密
に
連
携
し
、
館
務
の
一
体
的
な
処
理
に
あ
た
る
も
の
と
す
る
。

（
評
議
員
）

第
七
条
研
究
資
料
館
に
、
評
議
員
二
十
人
以
内
を
置
く
。

２
評
議
員
は
、
研
究
資
料
館
の
事
業
計
画
そ
の
他
の
管
理
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い

て
、
館
長
に
助
言
す
る
。

３
評
議
員
は
、
国
立
大
学
の
学
長
そ
の
他
の
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
文
部
大
臣

が
任
命
す
る
。

４
評
議
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

５
評
議
員
の
任
期
そ
の
他
評
議
員
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
文
部
大
臣
が
定
め
る
。

附
則

ｌ
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
研
究
資
料
館
に
は
、
当
分
の
間
、
第
一
条
第
一
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
講
師
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
。

３
識
師
は
、
教
授
又
は
助
教
授
に
準
ず
る
職
務
に
従
事
す
る
。

一
、
研
究
組
織
の
位
置
付
け
及
び
運
営
の
適
正
化

㈲
国
立
大
学
共
同
利
用
機
関

八
勧
告
文
及
び
説
明
文
省
略
Ｖ

ァ
組
織
体
制
の
合
理
性
の
確
保

国
立
大
学
共
同
利
用
機
関
が
、
各
大
学
の
枠
を
超
え
て
設
置
さ
れ
、
対
象
と
す
る
研

究
分
野
に
お
い
て
中
心
的
な
研
究
活
動
を
行
う
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
組
織
で
あ
る
こ
と

か
ら
み
て
、
二
つ
の
国
立
大
学
共
同
利
用
機
関
が
類
似
の
事
業
内
容
を
目
的
と
す
る
こ

と
は
避
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

６
行
政
管
理
庁
行
政
監
察
局
「
国
立
大
学
及
び
国
立
大
学
共
同
利
用
機
関
に
関

す
る
行
政
監
察
結
果
報
告
書
（
抄
）
」
二
九
八
二
年
六
月
）
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し
か
し
、
既
設
の
国
立
大
学
共
同
利
用
機
関
の
設
置
の
経
緯
、
設
置
目
的
及
び
そ
の

活
動
実
態
を
調
査
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
、
そ
の
事
業
内
容
の
一
部
が
類
似
し
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。

〔
事
例
〕

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
は
、
「
我
が
国
の
歴
史
資
料
、
考
古
資
料
及
び
民
俗
資
料
を

収
集
・
保
管
し
、
公
衆
の
観
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、
歴
史
学
・
考
古
学
・
民
俗
学
に

関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
五
六
年
四
月
に
国
立
大
学
共
同

利
用
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。

同
館
は
、
現
在
、
昭
和
五
七
年
度
末
の
開
館
を
目
指
し
て
研
究
体
制
及
び
施
設
設
備

を
整
備
中
で
あ
る
が
、
同
館
の
全
体
構
想
に
よ
れ
ば
、
歴
史
研
究
部
、
考
古
研
究
部
、

民
俗
研
究
部
及
び
情
報
資
料
研
究
部
の
四
部
を
置
き
、
①
歴
史
、
考
古
、
民
俗
に
関
す

る
資
料
の
収
集
・
整
備
と
、
こ
れ
ら
資
料
に
基
づ
く
研
究
活
動
②
関
係
研
究
者
等
に

対
す
る
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
③
一
般
公
衆
に
対
す
る
展
示
等
に
よ
る
教
育
活
動
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
歴
史
研
究
部
に
つ
い
て
は
、
古
代
、
中
世
、
近
世
、
近
現
代
、
都
市
及

び
村
落
の
六
研
究
部
門
を
置
き
、
文
献
資
料
及
び
実
物
資
料
の
両
面
か
ら
各
時
代
の
特

質
、
文
化
の
変
遷
を
究
明
し
、
各
時
代
の
資
料
の
収
集
や
基
礎
的
調
査
研
究
を
行
う
と

し
て
い
る
。

他
方
、
昭
和
四
七
年
五
月
に
国
立
大
学
共
同
利
用
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
国
文
学

研
究
資
料
館
は
、
国
文
学
に
関
す
る
文
献
そ
の
他
の
資
料
の
調
査
研
究
、
収
集
整
理
及

び
保
存
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
の
附
属
機
関
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
史

料
館
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
近
世
に
お
け
る
歴
史
資
料
の
収
集
整
理
、
保
存
と
、
こ

れ
ら
に
基
づ
く
研
究
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
み
て
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
、
歴
史
研
究
部
を
中
心
に
近

世
を
含
む
歴
史
資
料
（
史
料
）
の
収
集
整
備
と
こ
れ
に
基
づ
く
研
究
活
動
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
設
置
の
段
階
か
ら
既
設
の
国
立
大
学
共
同
利
用
機
関
と
一

日
本
歴
史
学
協
会
は
、
日
本
の
歴
史
学
会
・
歴
史
学
研
究
者
を
代
表
す
る
機
関
と
し
て
、
学

会
・
研
究
者
が
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
表
明
し
、
そ
の
研
究
条
件
の
改
善
の
た
め

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
歴
史
学
研
究
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
「
史
料
の
保
存
・
利
用
」

問
題
に
つ
い
て
も
、
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
と
く
に
本
協
会
内
に
史
料
保
存
利
用
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
検
討
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

７
行
政
監
察
勧
告
に
つ
い
て
の
日
本
歴
史
学
協
会
の
要
望
書
（
一
九
八
二
年
八
月

一
○
日
）

部
類
似
し
た
事
業
内
容
を
目
的
と
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

も
と
よ
り
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
、
歴
史
、
考
古
、
民
族
の
各
研
究
部
が
相
互

に
連
携
・
協
力
し
つ
つ
関
係
分
野
の
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
以
上
、

歴
史
関
係
、
と
り
わ
け
近
世
だ
け
を
除
外
す
る
こ
と
は
、
効
果
的
な
事
業
運
営
を
確
保

す
る
上
で
支
障
を
生
ず
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
本
機
関
の
設
置
に
当
た
り
、

既
設
の
国
立
大
学
共
同
利
用
機
関
の
中
に
事
業
内
容
の
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
以
上
、

こ
の
点
に
つ
い
て
両
者
の
調
整
を
図
り
、
望
ま
し
い
研
究
活
動
体
制
を
確
立
す
る
必
要

性
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

な
お
、
国
文
学
研
究
史
料
館
が
国
文
学
関
係
と
史
料
関
係
と
い
う
二
つ
の
事
業
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
の
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
創
設
に
当
た
っ
て
、
こ
れ
を
既
に

設
置
さ
れ
て
い
た
文
部
省
史
料
館
（
昭
和
二
六
年
設
置
）
の
敷
地
に
設
置
す
る
こ
と
と

し
た
こ
と
に
伴
い
、
両
者
は
国
文
学
と
そ
の
背
景
と
な
る
近
世
庶
民
史
料
と
い
う
関
連

性
が
あ
る
と
の
理
由
で
文
部
省
史
料
館
を
国
文
学
研
究
資
料
館
の
附
属
機
関
と
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
の
事
業
活
動
は
、
そ
の
対
象
と
す
る
学
問
分

野
が
異
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
充
分
な
連
携
・
協
力
の
下
に
進
め
ら
れ
て
い
る
と
は
認
め

ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

要
望
番
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最
近
、
行
政
管
理
庁
が
ま
と
め
た
「
国
立
大
学
及
び
国
立
大
学
共
同
利
用
機
関
に
関
す
る
行

政
監
察
結
果
報
告
瞥
」
の
な
か
で
、
国
文
学
研
究
資
料
館
付
置
の
史
料
館
と
国
立
歴
史
民
族
博

物
館
の
歴
史
研
究
部
と
は
、
歴
史
史
料
の
収
集
・
保
存
な
ど
事
業
内
容
が
類
似
し
て
い
る
と
し
、

両
者
の
調
整
を
図
る
べ
き
だ
と
い
う
趣
旨
の
勧
告
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
本
協
会
と

し
て
も
重
大
な
関
心
を
も
た
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
昭
和
四
十
七
年
に
国
文
学
研
究
資
料
館
に
付
置
さ
れ
た
史
料
館
の
母
体

は
、
す
で
に
早
く
昭
和
二
十
六
年
に
、
歴
史
学
会
・
研
究
者
の
強
い
要
望
に
も
と
づ
き
、
主
と

し
て
近
世
以
降
の
史
料
の
調
査
研
究
・
収
集
・
整
理
・
保
存
・
公
開
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た

も
の
で
あ
り
、
以
来
三
十
年
余
の
長
期
に
わ
た
り
、
わ
が
国
歴
史
学
界
に
多
大
の
貢
献
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
同
館
が
、
従
来
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
庶
民
生
活
史
料
に
重
点
を
お
い
て
、
そ
の

収
集
・
保
存
・
公
開
に
務
め
、
わ
が
国
の
歴
史
学
研
究
に
新
風
を
送
っ
て
き
た
こ
と
、
お
よ
び

わ
が
国
の
史
料
保
存
利
用
機
関
に
お
け
る
文
替
（
近
世
・
近
代
）
整
理
の
方
法
的
基
礎
の
確
立

や
、
専
門
職
と
し
て
の
史
料
整
理
担
当
者
Ⅱ
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
の
養
成
に
む
け
て
、
中
心
的
な

役
割
を
担
っ
て
き
た
こ
と
は
、
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
近
年
、
文
書
館
法
の

法
制
化
が
問
題
と
な
り
、
各
自
治
体
に
文
書
館
・
歴
史
資
料
館
等
が
次
々
に
設
立
さ
れ
て
い
る

現
状
に
お
い
て
、
同
館
の
存
在
意
義
は
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
行
政
管
理
庁
の
改
善
勧
告
に
も
と
づ
き
、
国
文
学
研
究
資
料
館
付
置
の
史
料
館

と
、
昭
和
五
十
六
年
に
新
た
に
設
立
さ
れ
た
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
と
の
業
務
内
容
の
調
整
を

図
る
に
あ
た
っ
て
は
、
上
記
の
ご
と
き
史
料
館
の
果
た
し
て
き
た
機
能
・
役
割
を
十
分
ご
理
解

い
た
だ
く
と
共
に
、
ひ
ろ
く
歴
史
学
界
等
の
意
見
を
徴
し
、
慎
重
に
処
置
さ
れ
ま
す
よ
う
要
望

い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
八
月
十
日日

本
歴
史
学
協
会
委
員
長
中
田
易
直

日
本
歴
史
学
協
会

史
料
保
存
利
用
特
別
委
員
会
委
員
長
竹
内
誠

地
方
史
研
究
協
議
会
は
、
全
国
の
地
方
史
研
究
者
の
総
意
に
よ
っ
て
、
昭
和
二
十
五
年
に
発

足
し
て
以
来
、
日
本
に
お
け
る
地
方
史
研
究
の
発
展
に
少
な
か
ら
ず
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
研
究
の
基
礎
と
な
る
史
料
の
保
存
・
利
用
の
問
題
に
も
多
大
な
関
心
を
も
ち
、
本

協
議
会
の
諸
活
動
の
な
か
で
も
中
心
的
な
問
題
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
基
本
的
な
方
針
は
、

昭
和
四
十
一
年
十
月
十
六
日
付
で
声
明
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
（
「
地
方
史
研
究
」
八
十
四
号

掲
載
）
、
諸
資
料
（
史
料
）
の
現
地
に
お
け
る
完
全
保
存
及
び
全
面
公
開
・
平
等
利
用
の
た
め

に
、
各
都
道
府
県
・
各
市
町
村
毎
に
文
番
館
を
設
立
し
、
か
つ
そ
れ
が
民
主
的
に
設
立
・
運
営

き
れ
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
協
議
会
は
、
こ
の
方
針
に
も
と
づ
き
、
日

本
学
術
会
議
に
よ
る
「
歴
史
史
料
保
存
法
の
制
定
に
つ
い
て
」
（
昭
和
四
十
四
年
）
、
「
文
書
館

法
の
制
定
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
十
五
年
）
と
い
う
二
つ
の
政
府
へ
の
勧
告
の
実
現
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
方
自
治
体
に
よ
る
史
料
保
存
利
用
機
関
の
設
立
に
も
協
力
し

て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
六
月
に
行
政
管
理
庁
は
、
「
国
立
大
学
及
び
国
立
大
学
共
同
利
用
機
関
に
関
す

る
行
政
監
察
結
果
報
告
書
」
を
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
同
庁
は
、
組
織
体
制
の
合

理
性
の
確
保
を
は
か
る
た
め
に
、
二
つ
の
機
関
が
類
似
の
事
業
内
容
を
目
的
と
す
る
こ
と
は
避

け
る
べ
き
も
の
と
し
、
事
例
と
し
て
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
と
国
立
国
文
学
研
究
資
料
館
付
置

の
史
料
館
と
の
関
係
を
指
摘
し
た
上
で
、
両
者
の
調
整
を
図
る
べ
き
だ
と
す
る
勧
告
を
さ
れ
ま

し
た
。
前
述
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
本
協
議
会
は
、
こ
の
勧
告
を
重
大
な
関
心
を
も
っ
て
受
け

文

小部

８
行
政
監
察
勧
告
に
つ
い
て
の
地
方
史
研
究
協
議
会
の
要
望
書
（
一
九
八
三
年

五
月
二
○
日
）

川大

臣平
二
殿

要
望
書
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と
め
ま
し
た
。

国
文
学
研
究
資
料
館
付
置
の
史
料
館
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
、
主
と
し
て
近
世
以
降
の
史
料

の
調
査
研
究
・
収
集
・
整
理
・
保
存
・
公
開
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
文
部
省
史
料
館
を
母

体
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
三
十
年
余
に
わ
た
る
活
動
は
、
日
本
に
お
け
る
は
じ
め
て
の
文
瞥

館
的
機
能
を
も
つ
機
関
と
し
て
、
ま
た
、
文
瞥
資
料
整
理
の
方
法
の
確
立
や
専
門
職
と
し
て
の

整
理
担
当
者
（
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
）
の
養
成
に
か
か
わ
る
役
割
な
ど
、
欧
米
は
も
と
よ
り
開
発

途
上
国
よ
り
も
遅
れ
て
い
る
わ
が
国
の
文
瞥
館
体
制
の
な
か
で
、
大
き
な
貢
献
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
特
に
地
方
史
研
究
の
発
展
に
果
た
し
た
役
割
に
は
特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
国
立
国
文
学
研
究
資
料
館
付
置
の
史
料
館
と
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
と
を
、

各
々
の
目
的
と
す
る
業
務
の
一
部
に
資
料
の
保
存
等
の
共
通
す
る
業
務
が
あ
る
か
ら
と
い
う
理

由
で
、
そ
の
調
整
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
は
両
館
の
基
本
的
な
性
格
の
違
い
を
無
視

し
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
国
立
国
文
学
研
究
資
料
館
付
置
の
史
料
館
の

性
格
を
、
よ
り
明
確
化
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
国
立
文
書
館
と
し
て
の

機
能
を
も
っ
た
独
立
機
関
と
す
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
国
立
文
書
館
と
し
て
の

機
能
と
は
、
各
都
道
府
県
に
設
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
文
書
館
を
は
じ
め
と
し
た
各
地
の
歴
史
資
料

保
存
利
用
機
関
の
収
蔵
史
料
や
民
間
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
の
所
在
等
の
中
心
的
な
情
報
機

能
を
備
え
て
一
般
の
利
用
体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と
や
、
前
述
の
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
養
成
の
研

修
の
場
と
し
て
の
機
能
が
果
た
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
一
方
、
国
立
大
学
共
同

利
用
機
関
と
し
て
の
研
究
機
能
は
、
史
料
の
整
理
学
、
管
理
学
、
修
復
技
術
な
ど
も
含
む
、
史

料
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
基
礎
的
な
研
究
と
し
て
の
史
料
学
の
確
立
を
図
る
こ
と
が
急
務
と
考

え
ま
す
。
以
上
の
よ
う
な
機
能
は
、
本
協
議
会
が
編
集
し
た
「
歴
史
史
料
保
存
機
関
総
覧
」

（
昭
和
五
十
四
年
山
川
出
版
刊
）
に
み
る
よ
う
に
、
全
国
各
地
に
文
瞥
館
、
資
料
館
等
が
設

立
さ
れ
て
い
る
現
在
、
日
本
の
歴
史
資
料
保
存
利
用
体
制
全
体
の
な
か
で
、
国
立
の
機
関
に
求

め
ら
れ
て
い
る
機
能
で
あ
る
と
確
信
い
た
し
ま
す
。
文
瞥
館
的
機
能
を
も
つ
他
の
国
立
諸
機
関

（
国
立
公
文
書
館
、
同
内
閣
文
庫
、
国
立
国
会
図
瞥
館
憲
政
資
料
室
等
）
と
の
関
係
も
考
慮
に

入
れ
つ
つ
国
立
国
文
学
研
究
資
料
館
付
置
の
史
料
館
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

文
部
省
は
こ
の
ほ
ど
行
政
管
理
庁
に
対
し
今
年
六
月
に
勧
告
を
受
け
た
「
国
立
大
学
及
び
国

立
大
学
共
同
利
用
機
関
に
関
す
る
行
政
監
察
ｌ
研
究
施
設
の
管
理
運
営
等
を
中
心
と
し
て
ｌ
の

結
果
に
つ
い
て
」
の
回
答
を
提
出
し
た
。
そ
こ
で
は
指
摘
さ
れ
た
関
係
機
関
に
周
知
徹
底
し
具

体
的
な
改
善
措
置
の
検
討
を
求
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
合
理
化
、
効
率
化
に
努
め
る
考
え
を
示

八
注
Ｖ
こ
の
ほ
か
に
も
、
歴
史
学
研
究
会
、
歴
史
学
研
究
会
近
世
史
部
会
、
日
本
史
研
究
会
、
天
草
・

鶴
田
八
洲
成
氏
、
大
阪
歴
史
学
会
、
史
学
会
、
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
、
東
北

史
学
会
、
日
本
近
世
史
研
究
者
有
志
一
二
名
等
か
ら
も
同
趣
旨
の
「
要
望
書
」
が
提
出
さ
れ
た
。

前
述
の
行
政
管
理
庁
の
勧
告
が
発
表
さ
れ
て
以
来
、
日
本
の
歴
史
学
協
会
を
は
じ
め
、
多
く

の
歴
史
学
関
係
の
学
会
や
研
究
者
か
ら
、
慎
重
な
取
り
扱
い
を
す
る
よ
う
要
望
書
が
提
出
き
れ

て
お
り
ま
す
。
貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
要
望
を
尊
重
す
る
方
向
で
検
討
さ
れ
て

い
る
か
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。
本
協
議
会
は
、
こ
の
問
題
を
単
な
る
国
立
国
文
学
研
究
資
料
館

付
置
の
史
料
館
と
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
と
の
調
整
で
は
な
く
、
日
本
の
歴
史
資
料
保
存
体
系

全
体
の
問
題
と
し
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
、
ひ
ろ
く
歴
史
学
会
の
意
見
を

徴
し
、
歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
が
有
効
に
な
さ
れ
ま
す
よ
う
、
慎
重
に
対
処
さ
れ
る
こ
と
を

要
望
い
た
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
五
月
二
十
日

地
方
史
研
究
協
議
会

会
長
児
玉
幸
多

文
部
大
臣

瀬
戸
山
三
男
殿

９
行
政
監
察
勧
告
に
対
す
る
文
部
省
の
回
答
（
抄
）
（
一
九
八
二
年
一
○
月
）
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伝
え
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
さ
る
七
月
十
九
日
の
閣
議
決
定
に
も
と
づ
い
て
、
国
文

学
研
究
資
料
館
の
移
転
の
計
画
が
た
て
ら
れ
、
こ
の
十
一
月
半
ば
に
具
体
的
な
検
討
が
は
じ
め

ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
は
、
同
資
料
館
に
お
か
れ
て
い
る
史
料
館

（
「
国
立
史
料
館
」
）
の
移
転
も
含
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

し
て
い
る
。
特
に
①
学
部
等
の
事
務
組
織
の
合
理
化
を
図
る
た
め
校
地
、
校
舎
の
配
置
状
況
な

ど
総
合
的
観
点
か
ら
検
討
す
る
②
共
通
役
務
業
務
の
民
間
委
託
を
促
進
す
る
③
物
品
は
一
括
購

入
し
簡
素
合
理
化
を
図
る
Ｉ
な
ど
条
件
整
備
を
示
し
て
い
る
。
行
政
監
察
は
昨
年
夏
に
二
十
二

国
立
大
学
等
の
自
然
科
学
系
研
究
施
設
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。

行
政
監
察
の
勧
告
に
対
す
る
文
部
省
回
答
は
次
の
通
り
。

一
、
研
究
組
織
の
位
置
づ
け
及
び
運
営
の
適
正
化

⑪
国
立
大
学
共
同
利
用
機
関

ァ
国
文
学
研
究
資
料
館
の
史
料
館
と
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
の
歴
史
研
究
部
門
等
と
の
組

織
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
関
係
分
野
の
研
究
者
の
意
向
を
尊
重
し
て
運
営
さ
れ
る
べ
き
国
立

大
学
共
同
利
用
機
関
と
し
て
の
両
館
の
今
後
の
方
向
に
大
き
な
か
か
わ
り
を
も
つ
こ
と
、
又
、

史
料
館
の
設
立
及
び
今
日
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
等
、
慎

重
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
の
で
、
そ
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
ま
ず
両
館
に
お
い
て
関
係
研
究

者
の
意
見
も
聴
し
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
適
切
な
方
策
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
、
両
館
で
は
勧
告
後
、
各
面
か
ら
の
検
討
に
入
っ
て
い
る
。
（
以
下
省
略
）

（
昭
和
五
七
年
一
○
月
二
五
日
「
文
教
ニ
ュ
ー
ス
」
第
六
七
一
号
よ
り
）

10

国
文
学
研
究
資
料
館
移
転
問
題
に
つ
い
て
の
歴
史
研
究
者
有
志
の
要
望
書

二
九
八
八
年
一
二
月
二
四
日
）

要
望
書

わ
た
し
た
ち
は
、
日
本
近
世
史
を
専
攻
す
る
研
究
者
と
し
て
、
か
っ
て
の
同
史
料
館
の
組
織

的
合
併
や
移
転
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
研
究
・
教
育
に
と
っ
て
大
き
な
障
害
に
な
る
こ
と
を
指
摘

し
て
、
関
連
学
会
・
日
本
歴
史
学
協
会
、
日
本
学
術
会
議
な
ど
の
各
方
面
に
善
処
方
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
凍
結
さ
れ
た
ま
ま
現
在
に
い
た
っ
て
お
り
ま
す
が
、
し
か
し
、

そ
の
後
の
同
史
料
館
の
機
構
や
活
動
に
つ
い
て
は
、
同
史
料
館
の
利
用
者
で
あ
る
わ
た
し
た
ち

か
ら
見
ま
し
て
も
、
い
く
つ
か
の
お
お
き
な
問
題
が
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
、
い
ま
、
右
の
報
に
接
し
、
あ
ら
た
め
て
、
と
り
い
そ
い
で
要
望

を
ま
と
め
る
必
要
を
痛
感
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
か
っ
て
の
文
部
省
史
料
館
の
創
立
か
ら
現
在
ま
で
の
「
国
立
史
料
館
」
に

い
た
る
ま
で
の
設
置
の
経
緯
を
想
起
し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
と
り
あ
え
ず
、
次
の
事
を
要
求

い
た
し
ま
す
。

一
、
「
国
立
史
料
館
」
の
移
転
や
機
構
の
変
更
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ひ
ろ
く
学
会
や
研
究
者
の

意
見
を
徴
し
て
、
慎
重
に
お
こ
な
う
こ
と
を
、
わ
た
し
た
ち
は
要
求
し
ま
す
。

い
ま
、
同
史
料
館
の
あ
る
場
所
は
、
か
っ
て
肥
後
細
川
氏
の
屋
敷
地
で
あ
っ
た
と
い
う
歴
史

的
な
由
緒
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
同
史
料
館
が
日
本
近
世
史
の
研
究
と
、
学

生
に
た
い
す
る
歴
史
教
育
や
研
究
者
の
養
成
に
お
い
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
え
て
き
た
の

は
、
同
史
料
館
が
、
そ
の
設
置
形
態
を
変
え
つ
つ
も
、
い
ま
の
場
所
に
お
か
れ
続
け
て
き
た
と

い
う
こ
と
と
密
接
に
関
係
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
た
い
し
、
最
近
、
学
会
や
研
究
者
の
意
見

な
ど
を
ほ
と
ん
ど
聞
く
こ
と
も
な
く
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
移
転
に
と
も
な
う
同
史
料
館
の

移
転
が
計
画
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
し
、
灰
聞
さ
れ
ま
す
移
転
候
補
地
も
、
現
在

と
は
か
な
り
条
件
の
異
な
る
と
こ
ろ
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
現
在
各
地
の
研
究
機
関
な
ど
の
あ

り
方
を
み
ま
す
と
、
こ
の
よ
う
な
移
転
が
実
現
し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
同
史
料
館
が
持
っ
て
き

た
役
割
す
ら
も
果
た
し
え
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
日
本

歴
史
の
研
究
・
教
育
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、

「
国
立
史
料
館
」
の
移
転
や
そ
れ
に
と
も
な
う
機
構
的
変
更
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ひ
ろ
く
、
学

会
や
研
究
者
の
意
見
に
も
と
づ
い
て
、
慎
重
に
、
決
定
・
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。
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二
、
「
国
立
史
料
館
」
の
組
織
・
活
動
上
の
拡
充
の
た
め
の
措
置
が
早
急
に
実
行
さ
れ
る
よ
う
、

わ
た
し
た
ち
は
要
求
し
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
い
ま
の
同
史
料
館
の
組
織
・
運
営
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
の
不
満
を
も
っ

て
お
り
ま
す
。
同
史
料
館
は
、
①
日
本
近
世
の
、
と
く
に
庶
民
史
料
を
主
体
と
し
た
古
文
番
を

蒐
集
し
保
存
し
整
理
し
公
開
す
る
こ
と
、
②
そ
れ
に
と
も
な
う
、
史
料
学
や
史
料
保
存
・
整
理

な
ど
の
技
術
に
つ
い
て
の
研
究
を
お
こ
な
い
、
か
つ
指
導
す
る
こ
と
、
③
各
地
に
所
在
す
る
近

世
史
料
に
つ
い
て
の
情
報
を
蒐
集
し
、
公
開
す
る
こ
と
、
④
各
地
の
研
究
誌
や
県
市
町
村
史
な

ど
の
地
方
史
誌
を
は
じ
め
、
ひ
ろ
く
地
方
史
研
究
に
関
す
る
情
報
を
蒐
集
し
公
開
す
る
こ
と
、

な
ど
の
機
能
を
も
つ
べ
き
も
の
と
わ
た
し
た
ち
は
考
え
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
仕
事
は
、
い

ず
れ
も
部
分
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
ま
っ
た
く
不
充
分
で
あ
る
と
い
わ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
同
史
料
館
の
館
員
数
が
少
な
い
こ
と
、
活
動
・
運
営

の
た
め
の
予
算
が
低
額
で
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
専
任
史
料
館
長
が
欠
け
て
い
る
な
ど
の
機

構
・
組
織
上
の
欠
陥
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
「
国

立
史
料
館
」
は
独
立
す
る
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
当
面
は
ま
ず
、
右
の
機
能
が
よ
り
充
全

に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
日
本
近
世
史
の
研

究
と
歴
史
教
育
と
に
携
わ
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
措
置
が
早
急
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
を

求
め
ま
す
。
一
九
八
八
年
十
二
月
二
四
日

署
名
者
名
簿
（
十
二
月
二
十
二
日
現
在
）

浅
倉
有
子
浅
見
恵

有
光
友
学
池
享

宇
佐
見
ミ
サ
子
大
口
勇
次
郎

小
野
正
雄
賀
川
隆
行

門
前
博
之
神
崎
彰
利

（
別
紙
に
署
名
者
の
名
前
を
列
記
し
ま
す
。
）

阿
部
昭

石
田
千
尋

大
舘
右
喜

片
倉
比
佐
子

北
島
万
次

荒
野
泰
典

岩
田
浩
太
郎

大
野
瑞
男

加
藤
栄
一

北
原
進

木
村
直
也
久
保
田
真
継
久
留
島
浩
黒
田
日
出
男

五
野
井
隆
史
小
宮
木
代
良
斉
藤
司
＊
佐
々
木
潤
之
介

白
川
部
達
夫
菅
野
則
子
杉
本
史
子
鈴
木
秀
幸

高
木
昭
作
高
埜
利
彦
高
橋
敏
＊
竹
内
誠

鶴
田
啓
豊
田
寛
三
所
理
喜
夫
長
野
ひ
ろ
子

西
垣
清
次
則
竹
雄
一
橋
本
政
宣
林
玲
子

林
英
夫
広
瀬
良
弘
比
留
間
尚
深
谷
克
己

福
田
ア
ジ
オ
藤
木
久
志
藤
野
保
保
谷
徹

松
井
洋
子
松
本
良
太
＊
松
本
四
郎
三
浦
俊
明

三
上
昭
美
峰
岸
純
夫
峰
岸
賢
太
郎
宮
崎
勝
美

宮
地
正
人
村
上
直
森
田
武
安
丸
良
夫

山
口
徹
山
口
啓
二
山
田
忠
雄
山
本
博
文

横
山
伊
徳
吉
田
伸
之
吉
原
健
一
郎
（
＊
呼
び
掛
け
責
任
者
）

八
注
Ｖ
こ
の
要
望
轡
は
、
文
部
大
臣
、
国
文
学
研
究
資
料
館
長
、
同
館
評
議
員
同
館
運
営
協
議
員
、

日
本
学
術
会
議
等
に
送
付
さ
れ
た
。
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